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学
校
地
図
帳
中
国
地
名
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
素
性

―
昭
和
二
十
年
代
の
国
語
審
議
会
と
マ
ス
コ
ミ
の
動
き
を
巡
っ
て
―

明

木

茂

夫

一

は
じ
め
に

小
中
高
の
社
会
科
教
科
書
や
地
図
帳
に
お
い
て
、
中
国
地
名
が
現
地

音
式
の
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

「
重

慶
」
で
は
な
く
「
チ
ョ
ン
チ
ン
」
、
「
成
都
」
で
は
な
く
「
チ
ョ
ン

じ
ゆ
う
け
い

せ

い

と

ツ
ー
（
チ
ョ
ン
ト
ゥ
ー
）
」
と
い
っ
た
具
合
で
、
漢
字
は
カ
ッ
コ
に
入
れ

て
後
ろ
に
小
さ
く
添
え
て
あ
る
だ
け
。
ひ
ど
い
場
合
は
漢
字
を
一
切
添

え
ず
、
カ
タ
カ
ナ
の
み
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
漢
字
表
記
を

軸
と
し
、
そ
の
音
読
み
と
慣
用
読
み
を
以
て
す
る
従
来
の
常
識
的
表
記

は
、
徹
底
し
て
排
除
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
大
運
河
を
「
タ
ー
運
河
」
、
万
里
長
城
を
「
ワ
ン
リ
ー
長
城
」
、

泰
山
を
「
タ
イ
山
」、
太
湖
を
「
タ
イ
湖
」
と
す
る
な
ど
、
教
科
書
・
地

図
帳
独
特
の
「
交
ぜ
書
き
」
表
記
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。
特
に
河
川
名

に
つ
い
て
は
、
淮
河
が
「
ホ
ワ
イ
川
」
、
珠
江
が
「
チ
ュ
ー
川
」
、
渭
水

が
「
ウ
エ
イ
川
」
な
ど
、
本
来
の
表
記
を
無
視
し
て
全
て
「
～
川
」
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
と
思
う
と
、
黄
河
は
「
ホ
ワ
ン
ホ
ー
」
、
長
江

は
「
チ
ャ
ン
チ
ヤ
ン(

チ
ャ
ン
チ
ア
ン)

」
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
事
情

を
知
ら
な
い
人
間
に
は
、
そ
の
表
記
の
独
特
の
こ
だ
わ
り
の
基
準
が
ど

こ
に
あ
る
の
か
、
非
常
に
分
か
り
に
く
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
世
間
で

は
と
て
も
通
用
し
そ
う
も
な
い
書
き
方
だ
け
に
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
生

徒
た
ち
に
教
え
て
よ
い
も
の
か
甚
だ
不
安
を
感
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

も
う
一
つ
不
思
議
な
こ
と
が
あ
る
。
地
図
帳
巻
末
の
地
名
索
引
に
お
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け
る
中
国
地
名
が
、
こ
の
カ
タ
カ
ナ
で
配
列
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ

の
索
引
で
は
、
事
前
に
「
チ
ョ
ン
チ
ン
」
だ
の
「
チ
ョ
ン
ツ
ー
」
だ
の

と
い
う
カ
タ
カ
ナ
を
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
中
国
地
名
を
引
く
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
あ
る
。
通
常
の
読
み
方
で
は
中
国
地
名
は
出
て
こ
な
い
。

こ
れ
で
は
事
実
上
、
索
引
が
索
引
と
し
て
使
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
は
し
な
い
か
。

で
は
こ
う
し
た
学
校
教
材
に
お
け
る
中
国
地
名
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
、

い
つ
誰
が
何
の
た
め
に
始
め
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
地
理
も
社
会

科
教
育
も
門
外
漢
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
近
年
こ
の
問
題
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
知
り
得
た
こ
と
の
要
点
を
簡
単

に
整
理
す
る
な
ら
ば
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

○
社
会
科
教
材
の
中
国
地
名
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
、
教
科
書
出
版
社
が

各
自
で
工
夫
し
て
作
っ
た
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
統
一
さ
れ
た
基
準

に
従
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
原
型
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和

二
十
年
代
の
国
語
審
議
会
と
、
そ
の
下
に
作
ら
れ
た
中
国
の
地
名
・
人

名
の
書
き
方
に
関
す
る
主
査
委
員
会
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
「
中
国
地

名
・
人
名
の
書
き
方
の
表
」
で
あ
る
。

○
中
国
地
名
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
、
決
し
て
漢
字
の
読
み
方
（
振
り
仮
名
）

と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
漢
字
を
用
い
ず
、
カ
タ
カ
ナ
の
み

の
表
記
を
正
式
な
地
名
と
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
中
国
地
名
を
カ
タ
カ
ナ
化
し
よ
う
と
し
た
そ
も
そ
も
の
目
的
は
、

外
国
へ
の
配
慮
、
或
い
は
外
国
人
に
も
通
じ
る
よ
う
に
、
な
ど
と
い
う

こ
と
に
は
な
く
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
、
昭
和
二
十
年
代
に
真
剣
に
議
論

さ
れ
て
い
た
漢
字
廃
止
・
漢
字
制
限
論
が
生
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
つ

ま
り
、
当
用
漢
字
か
ら
外
れ
る
漢
字
が
使
わ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
中
国

地
名
を
、
先
回
り
し
て
全
て
カ
タ
カ
ナ
地
名
に
し
て
お
こ
う
と
し
た
、

と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
事
実
、
当
時
の
国
語
審
議
会
に
は
、
漢
字

廃
止
を
主
張
す
る
カ
ナ
モ
ジ
カ
イ
や
ロ
ー
マ
字
会
等
の
メ
ン
バ
ー
が
多

く
参
加
し
て
い
た
。

○
こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
常
識
的
な
表
記
を
廃
止
し
、
中
国
地
名
に
関

す
る
全
く
新
し
い
表
記
法
を
国
民
に
強
制
し
よ
う
と
し
た
割
に
は
、
そ

の
後
世
間
一
般
に
は
ほ
と
ん
ど
浸
透
せ
ず
、
漢
字
廃
止
・
制
限
論
の
衰

退
に
伴
っ
て
話
題
に
上
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
教
科
書
や
地

図
帳
は
一
貫
し
て
当
初
の
カ
タ
カ
ナ
書
き
の
方
針
に
従
っ
て
作
ら
れ
、

あ
る
意
味
漢
字
廃
止
・
制
限
の
残
滓
と
も
言
う
べ
き
状
態
を
保
っ
て
い

る
。
し
か
も
、
現
役
の
先
生
や
生
徒
・
学
生
に
聞
く
限
り
で
は
、
実
際

の
授
業
で
は
こ
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
ほ
と
ん
ど
教
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
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通
常
の
常
識
的
な
読
み
が
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
戦
後
の
歴
代
各
社
の
教
科
書
や
地
図
帳
を
比
較
す
る
と
、
当

初
は
統
一
さ
れ
た
表
記
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
は
ず
な
の
に
、

後
に
細
か
い
表
記
の
改
訂
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

さ
ら
に
、
中
国
語
の
発
音
を
カ
タ
カ
ナ
で
表
す
シ
ス
テ
ム
が
意
外
と
複

雑
で
あ
る
た
め
か
、
細
か
な
誤
り
が
散
見
さ
れ
、
全
体
と
し
て
不
統
一

な
状
態
に
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
中
国
地
名
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
制
定
に
関
す
る
重
要
な

文
献
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
類
似
し
た
タ
イ
ト
ル
が
多

い
の
で
、
便
宜
上
Ａ
～
Ｇ
の
記
号
を
付
し
て
お
く
。

Ａ
、
文
部
省
教
科
書
局
調
査
課
国
語
調
査
室
「
外
国
の
地
名
・
人
名
の

書
き
方
（
案
）
」（
一
九
四
六
年
）

表
記
統
一
の
方
針
を
示
し
た
も
の
。
但
し
中
国
を
含
ま
ず
。

Ｂ
、
国
語
審
議
会
「
中
国
地
名
・
人
名
の
書
き
方
の
表
（
建
議
）
」
（
一

九
四
九
年
）

国
語
審
議
会
が
時
の
文
部
大
臣
高
瀬
荘
太
郎
に
提
出
し
た
建
議
。

文
化
庁
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
上
で
閲
覧
可
能
。

Ｃ
、
国
語
審
議
会
「
中
国
地
名
・
人
名
の
書
き
方
の
表
（
便
覧
）
」
（
一

九
五
〇
年
）

文
部
省
調
査
普
及
局
国
語
科
が
Ｂ
を
増
補
し
た
も
の
。

Ｄ
、
文
部
省
『
地
名
の
呼
び
方
と
書
き
方
〈
社
会
科
手
び
き
書
〉
』
（
一

九
五
九
年

大
阪
教
育
図
書
）

日
本
・
外
国
の
地
名
表
記
の
決
ま
り
事
を
広
く
知
ら
し
め
る
た
め

の
冊
子
。
Ｃ
を
節
録
し
た
「
中
国
標
準
音
の
書
き
方
」
を
収
め
る
。

Ｅ
、
出
版
社
に
よ
る
冊
子
（
一
九
五
八
～
五
九
年

全
国
教
育
図
書
・

日
本
書
院
・
第
一
法
規
出
版
等
）

Ｄ
に
解
説
等
を
加
え
、
学
校
等
に
配
布
し
た
も
の
。

Ｆ
、
教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
『
地
名
表
記
の
手
引
』
（
一
九
七
八
年

ぎ

ょ
う
せ
い
）

Ｇ
、
教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
『
新

地
名
表
記
の
手
引
』
（
一
九
九
四
年

ぎ
ょ
う
せ
い
）

こ
れ
ら
の
文
献
の
作
ら
れ
た
お
お
よ
そ
の
経
緯
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。
Ａ
で
外
国
地
名
の
表
記
の
基
準
を
作
る
こ
と
を
決
め
た
も
の
の
、

中
国
地
名
は
漢
字
を
排
除
し
て
カ
タ
カ
ナ
化
す
る
こ
と
と
な
り
、
あ
ま

り
に
大
き
な
変
革
と
な
る
た
め
、
国
語
審
議
会
と
そ
の
下
に
作
ら
れ
た
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中
国
の
地
名
・
人
名
の
書
き
方
に
関
す
る
主
査
委
員
会
に
検
討
が
ゆ
だ
ね
ら

れ
、
Ｂ
が
作
ら
れ
た
。
Ｂ
を
増
補
し
て
Ｃ
が
作
ら
れ
、
さ
ら
に
こ
れ
を
含
め

た
世
界
各
地
の
地
名
表
記
の
手
引
き
書
と
し
て
Ｄ
が
作
ら
れ
、
学
校
・
出
版

社
等
関
係
機
関
に
広
く
流
布
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
著
作
者
が
文

部
省
か
ら
教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
に
移
り
、
世
界
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
に
Ｆ
が
作
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
改
訂
版
Ｇ
が
作
ら
れ
、
こ
れ
が
現
行
の

基
準
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
現
在
の
社
会
科
教
材
に
用
い
ら
れ
る
に
至

っ
た
中
国
地
名
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
だ
が
、
過
去
に
於
い
て
幾
つ
も
バ
ー

ジ
ョ
ン
が
あ
る
た
め
、
そ
の
表
記
法
に
細
か
い
違
い
が
あ
り
、
さ
ら
に

個
別
の
教
科
書
や
地
図
帳
独
自
の
判
断
に
よ
る
差
異
も
あ
っ
て
、
手
引

き
書
の
基
準
が
全
て
守
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
態
に
あ
る
。
特

に
Ｆ
か
ら
Ｇ
に
改
訂
さ
れ
る
時
点
で
、
例
え
ば
「
成
都
」
を
「
チ
ョ
ン

ツ
ー
」
→
「
チ
ョ
ン
ト
ゥ
ー
」
に
、
「
長
江
」
を
「
チ
ャ
ン
チ
ヤ
ン
」
→

、

、
、

、

「
チ
ャ
ン
チ
ア
ン
」
に
変
え
る
、
と
い
っ
た
細
か
い
改
訂
が
行
わ
れ
て

、

お
り
、
し
か
も
そ
の
改
訂
箇
所
が
中
国
語
学
を
理
解
し
て
い
な
い
と
分

か
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
現
在
に
至
る
も
徹
底
せ
ず
、

新
旧
の
表
記
が
混
在
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
。
そ
も
そ
も
中
国
語
の
発

音
を
表
す
カ
タ
カ
ナ
を
統
一
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
そ
の
も
の
に
か
な

り
無
理
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
百
歩
譲

る
と
し
て
も
、
右
の
よ
う
な
手
引
き
書
が
あ
る
以
上
は
、
そ
れ
に
従
っ

て
お
か
ね
ば
表
記
が
不
統
一
と
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
も
、
教
科
書
・

地
図
帳
が
中
国
地
名
を
カ
タ
カ
ナ
の
み
で
書
き
、
漢
字
を
使
わ
な
い
こ

と
を
意
図
し
て
い
る
が
故
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
地
名
の
同
定
と
い
う

機
能
さ
え
怪
し
く
な
る
可
能
性
も
否
定
で
き
ま
い
。
早
い
話
が
、
あ
ら

か
じ
め
知
っ
て
い
な
い
と
「
テ
ィ
エ
ン
チ
ン
」
と
「
テ
ン
チ
ン
」
が
同

じ
場
所
だ
と
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
１
）
。

私
は
決
し
て
文
部
省
式
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
推
奨
す
る
わ
け
で
は
な

い
の
だ
が
、
た
だ
教
科
書
・
地
図
帳
と
い
う
重
要
文
献
が
中
国
地
名
を

ど
う
書
い
て
い
る
か
、
世
間
で
容
易
に
検
索
で
き
な
い
、
と
い
う
状
態

は
好
ま
し
く
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
通
常
の
漢
字
表
記
（
常

用
漢
字
）
・
繁
体
字
・
簡
体
字
に
教
科
書
地
図
帳
で
用
い
ら
れ
る
カ
タ
カ

ナ
表
記
（
平
成
六
年
ま
で
と
そ
れ
以
降
）・
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

の
池
田
巧
氏
作
成
「
中
国
語
音
節
表
記
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
式
カ
タ
カ
ナ

表
記
（
２
）
、
そ
れ
に
郵
政
式
拼
音
等
欧
文
表
記
を
加
え
た
中
国
地
名
一

覧
表
を
作
成
し
、
中
京
大
学
文
化
科
学
研
究
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
３
）

に

掲
載
し
て
お
い
た
。
ご
参
照
願
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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さ
て
、
右
で
述
べ
た
よ
う
な
中
国
地
名
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
、
一
体
い
つ

誰
が
何
の
た
め
に
始
め
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
素
性
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
こ
れ
が
議
論
さ
れ
て
い
た
当
時
の
国
語
審
議
会
の

議
事
録
等
を
詳
し
く
読
ん
で
お
く
必
要
が
あ
る
。
幸
い
、
国
語
審
議
会
の
議

事
の
記
録
は
、
文
化
庁
の
「
国
語
施
策
情
報
」（
４
）

で
読
む
こ
と
が
で
き

る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
現
在
使
わ
れ
て
い
る
中
国
地
名
カ
タ
カ
ナ
表
記
の

特
徴
を
整
理
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
カ
タ
カ
ナ
の

特
徴
に
関
係
す
る
議
論
を
国
語
審
議
会
の
記
録
か
ら
抽
出
す
る
、
と
い

う
手
順
で
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。

二

い
わ
ゆ
る
文
部
省
式
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
特
徴

繰
り
返
す
が
、
中
国
語
の
発
音
を
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
す
る
こ
と
は
意

外
と
難
し
い
。
ど
の
よ
う
な
考
え
方
に
よ
っ
て
い
る
か
で
カ
タ
カ
ナ
の

書
き
方
は
一
通
り
で
は
な
く
、
統
一
は
不
可
能
で
あ
る
。
で
は
教
科
書

や
地
図
帳
で
用
い
ら
れ
て
い
る
カ
タ
カ
ナ
表
記
、
以
下
便
宜
上
「
文
部

省
式
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
が
、
そ
の
文
部
省
式
カ
タ
カ
ナ
に
は
ど
の

よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
は
こ
れ
を
簡
単
に
整
理
し

て
み
た
い
。
な
お
、
右
の
資
料
Ｇ
の
時
点
で
の
表
記
の
改
訂
は
平
成
六

年
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
平
成
六
年
以
前
／
以
降
と
注
記
し
て

こ
れ
を
区
別
す
る
。

○
四
声
、
有
気
音
／
無
気
音
、
舌
面
音
／
捲
舌
音
、
ｎ
韻
尾
／

韻
尾

ng

は
区
別
し
な
い

四
声
、
ｎ
韻
尾
／

韻
尾
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
カ
タ
カ
ナ
を
使
う

ng

限
り
区
別
は
難
し
い
。
舌
面
音
（ji

、qi

、xi

）
と
捲
舌
音
（zhi

、chi

、shi

）

の
区
別
も
同
様
で
あ
る
。
過
去
に
於
い
て
こ
れ
ら
の
区
別
を
表
現
し
よ

う
と
し
た
カ
タ
カ
ナ
表
記
も
存
在
し
た
が
（
５
）
、
い
き
お
い
表
記
が
複

雑
化
し
、
教
科
書
や
地
図
帳
に
採
用
す
る
の
は
不
適
切
で
あ
ろ
う
。

但
し
、
有
気
音
／
無
気
音
に
つ
い
て
は
、
区
別
せ
ず
双
方
と
も
清
音

に
す
る
と
い
う
考
え
方
と
、
有
気
音
を
清
音
に
、
無
気
音
を
濁
音
に
、

そ
れ
ぞ
れ
擬
似
的
に
当
て
て
識
別
の
フ
ァ
ク
タ
ー
を
残
し
て
お
く
、
と

い
う
考
え
方
と
が
、
当
然
両
方
存
在
す
る
。
文
部
省
式
の
カ
タ
カ
ナ
表

記
が
右
の
よ
う
な
区
別
を
極
力
避
け
て
い
る
こ
と
に
は
恐
ら
く
理
由
が

あ
る
。
即
ち
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
日
本
語
の
表
記
で
あ
る
か
ら
、
日
本

人
が
使
い
易
い
よ
う
に
で
き
る
だ
け
簡
略
化
し
て
お
く
、
外
国
人
に
通

じ
る
か
ど
う
か
は
基
本
的
に
問
わ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、
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「
チ
ュ
ー
川
」
や
「
ワ
ン
リ
ー
長
城
」
と
い
っ
た
表
記
が
、
外
国
人
に

通
じ
る
こ
と
な
ど
は
な
か
ら
考
慮
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。

○
「
テ
ィ
」
「
ト
ゥ
」
を
用
い
ず
、
「
チ
」
「
ツ
」
と
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た

右
の
国
語
審
議
会
の
資
料
Ｂ
・
Ｃ
に
は
明
ら
か
に
「
テ
ィ
」
「
ト
ゥ
」

が
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
文
部
省
に
よ
る
資
料
Ｄ
に
は
、

地
名
の
書
き
方
に
こ
れ
を
準
用
す
る
場
合
に
は
、（
中
国
音
）
の
欄

の
「
テ
ィ
」「
ト
ゥ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
チ
」「
ツ
」
に
書
き
換
え
る
。

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
学
校
教
育
で
は
当
初
か
ら
「
チ
」
「
ツ
」

を
用
い
、
「
テ
ィ
」
「
ト
ゥ
」
を
用
い
な
い
と
決
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

さ
ら
に
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
平
成
六
年
に
な
る
と
「
テ
ィ
」
「
ト

ゥ
」
を
使
う
よ
う
に
改
訂
さ
れ
、
今
度
は
「
チ
」「
ツ
」
が
「
テ
ィ
」「
ト

ゥ
」
と
改
め
ら
れ
る
。
幾
つ
か
例
を
挙
げ
る
と
、
中
国
の
地
名
に
於
い

て
は
「ti

」
＝
「
チ
ー
」
、「tu

」
＝
「
ツ
ー
」
、「ting

」
＝
「
チ
ン
」
、「tian

」

＝
「
テ
ン
」
等
と
書
か
れ
、
平
成
六
年
以
降
は
「ti

」
＝
「
テ
ィ
ー
」
、

「tu

」
＝
「
ト
ゥ
ー
」
、
「ting

」
＝
「
テ
ィ
ン
」
、
「tian

」
＝
「
テ
ィ
エ

ン
」
と
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

成
都C

hengdu

チ
ョ
ン
ツ
ー

→

チ
ョ
ン
ト
ゥ
ー

敦
煌D

unhuang

ツ
ン
ホ
ワ
ン

→

ト
ゥ
ン
ホ
ワ
ン

洞
庭
湖D

ongtinghu

ト
ン
チ
ン
湖

→

ト
ン
テ
ィ
ン
湖

天
津Tianjin

テ
ン
チ
ン

→

テ
ィ
エ
ン
チ
ン

周
口
店Zhoukoudian

チ
ョ
ウ
コ
ウ
テ
ン

→

チ
ョ
ウ
コ
ウ
テ

ィ
エ
ン

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
と
言
う
と
、
中
国
地
名
の

表
記
が
そ
の
都
度
、「
外
来
語
の
表
記
」
の
基
準
に
従
っ
た
結
果
な
の
で

あ
る
。
要
す
る
に
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
年
）
の
国
語
審
議
会

「
外
来
語
の
表
記
」
が
記
す
よ
う
に
、
当
時
は
、

原
音
に
お
け
る
「
ト
ゥ
」「
ド
ゥ
」
の
音
は
「
ト
」「
ド
」
と
書
く
。

原
音
に
お
け
る
「
テ
ィ
」「
デ
ィ
」
の
音
は
な
る
べ
く
「
チ
」「
ジ
」

と
書
く
。
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と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
故
に
、
中
国
地
名
も
こ
れ
に
従
っ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）
の
内
閣
告
示
第
２
号
「
外

来
語
の
表
記
」
で
は
、

「
テ
ィ
」
「
デ
ィ
」
は
、
外
来
音
テ
ィ
、
デ
ィ
に
対
応
す
る
仮
名
で

あ
る
。

「
ト
ゥ
」
「
ド
ゥ
」
は
、
外
来
音
ト
ゥ
、
ド
ゥ
に
対
応
す
る
仮
名
で

あ
る
。

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
中
国
地
名
で
も
「
テ
ィ
」
「
ト

ゥ
」
を
使
う
こ
と
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
新
旧
の
表
記
が
ま
だ
混
在
し
て
い
て
不
統
一
で
あ
る
こ
と
は
既

に
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も
心
配
事
は
あ
る
。
例
え
ば
「
成
都
＝

C
hengdu

」
は
「
チ
ョ
ン
ツ
ー
」
を
「
チ
ョ
ン
ト
ゥ
ー
」
に
改
め
る
べ

、

、
、

き
だ
が
、「
済
南
＝Jinan

」
は
あ
く
ま
で
「
チ
ー
ナ
ン
」
で
あ
っ
て
、「
テ

、

、

ィ
ー
ナ
ン
」
と
し
て
は
な
ら
な
い
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
、
中
国
語
を

、知
ら
な
い
と
判
断
で
き
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

○
介
音
の
有
無
に
よ
る
表
記
の
区
別

文
部
省
式
の
カ
タ
カ
ナ
で
は
、
一
貫
し
て
「
チ
ャ
」
と
「
チ
ヤ
」
と

、

、

が
神
経
質
に
区
別
さ
れ
る
。
例
え
ば
「zha

」
「cha

」
は
「
チ
ャ
」
で
、

、

「jia

」
「qia

」
は
「
チ
ヤ
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
ｉ
介
音
が
な
け
れ
ば
拗

、

音
の
小
さ
い
「
ャ
」
を
用
い
、
ｉ
介
音
が
あ
れ
ば
直
音
の
大
き
い
「
ヤ
」

を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。さ
ら
に
平
成
六
年
以
降
、「
チ

ャ
」
に
は
変
更
は
な
い
も
の
の
、
「
チ
ヤ
」
の
方
が
「
チ
ア
」
に
変
更
さ

、

、

、

れ
る
。
即
ち
、

長
江C

hangjiang

チ
ャ
ン
チ
ヤ
ン

→

チ
ャ
ン
チ
ア
ン

湛
江Zhanjiang

チ
ャ
ン
チ
ヤ
ン

→

チ
ャ
ン
チ
ア
ン

劉
家
峡
ダ
ム

Liujiaxia

リ
ウ
チ
ヤ
シ
ヤ
ダ
ム

→

リ
ウ
チ
ア

シ
ア
ダ
ム

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
さ
す
が
に
細

か
す
ぎ
た
ら
し
く
、
教
科
書
や
地
図
帳
自
身
が
こ
の
「
ャ
」「
ヤ
」「
ア
」

を
誤
っ
て
い
る
例
は
そ
こ
か
し
こ
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
高
校
生
の
時
、

テ
ス
ト
で
「
遼
東
半
島
」
を
う
っ
か
り
「
リ
ャ
オ
ト
ン
半
島
」
と
書
い

、

て
し
ま
い
、
バ
ツ
を
も
ら
っ
た
、
正
解
は
「
リ
ヤ
オ
ト
ン
半
島
」
だ
っ

、
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た
、
と
い
う
ひ
ど
い
目
に
遭
っ
た
学
生
が
存
在
す
る
こ
と
も
書
き
添
え

て
お
き
た
い
。

そ
れ
に
し
て
も
「
チ
ヤ
」
を
「
チ
ア
」
に
す
る
よ
う
な
変
更
を
、
な

、

、

ぜ
わ
ざ
わ
ざ
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
資
料
Ｆ
か
ら

Ｇ
へ
の
改
訂
を
行
っ
た
『
地
名
表
記
の
手
引
』
改
訂
調
査
研
究
会
の
代

表
、
朝
倉
隆
太
郎
（
６
）

の
講
演
録
『
「
地
名
表
記
の
手
引
」
の
改
訂
に

つ
い
て
』（
７
）

に
そ
の
答
え
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
般
外
国

地
名
に
於
い
て
、

語
末
の

は
「
イ
ア
」
の
よ
う
に
書
く
。
ま
た
語
末
の

の
そ
の

-ia

-ya

前
が
子
音
の
と
き
は
「
イ
ア
」
の
よ
う
に
書
く
」（
８
）

と
い
う
規
定
が
追
加
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
中
国
地
名
も
変

更
し
た
、
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
早
い
話
が
「
イ
タ
リ
ヤ
」
で
は
な
く

、

「
イ
タ
リ
ア
」
と
書
く
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
「
チ
ャ
ン
チ
ヤ

、

、

ン
」
も
「
チ
ャ
ン
チ
ア
ン
」
と
書
く
、
と
い
う
こ
と
の
よ
う
な
の
で
あ

、

る
。

○
河
川
名
や
山
岳
名
、
湖
沼
名
等

既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
山
・
湖
・
高
原
等
は
漢
字
と
し
、
カ
タ
カ
ナ

の
後
ろ
に
置
い
て
あ
る
。
ま
た
河
川
名
に
つ
い
て
は
、「
～
河
」「
～
江
」

「
～
水
」
は
全
て
「
～
川
」
に
統
一
し
て
あ
る
。
例
え
ば
、

泰
山Taishan

タ
イ
山

太
湖Taihu

タ
イ
湖

雲
貴
高
原Y

unguigaoyuan

ユ
ン
コ
イ
高
原

淮
河H

uaihe

ホ
ワ
イ
川

珠
江Zhujiang

チ
ュ
ー
川

渭
水W

eishui

ウ
ェ
イ
川

の
如
く
で
あ
る
。
こ
の
原
則
を
き
ま
じ
め
に
守
ろ
う
と
す
る
と
、
黒
竜

江
と
い
う
河
川
名
の
時
は
「
黒
竜
江
＝
ヘ
イ
ロ
ン
川
」
と
し
、
黒
竜
江

省
と
い
う
省
名
の
時
は
「
黒
竜
江
省
＝
ヘ
イ
ロ
ン
チ
ヤ
ン
省
（
平
成
六

年
以
降
ヘ
イ
ロ
ン
チ
ア
ン
省
）
」
と
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
。
こ
れ
で
は
「
黒
竜
江
」
に
ち
な
ん
だ
「
黒
竜
江
省
」
、
と
い
う
基
本

知
識
に
注
意
が
向
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
う
し
た
書
き
方
に
つ
い
て
は
、
資
料
Ｂ
の
時
点
で
既
に
規
定
が
あ

る
。

山
・
山
脈
・
湖
・
湾
・
半
島
な
ど
の
接
尾
辞
は
、
漢
字
で
書
く
。
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江
・
水
・
河
は
、
川
に
統
一
す
る
。
…
（
中
略
）
…
た
だ
し
、
黄

河
・
揚
子
江
に
限
っ
て
、
ホ
ワ
ン
ホ
ー
・
ヤ
ン
ツ
ー
チ
ヤ
ン
と
書

い
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
（
９
）
。

そ
の
後
一
貫
し
て
こ
れ
が
守
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
但
し
黄
河
と
揚

子
江
（
長
江
）
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
こ
の
よ
う
な
規
定
が
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
歴
代
地
図
帳
の
上
で
は
「
黄
河
」
「
ホ
ワ
ン
河
」
「
ホ
ワ
ン

川
」「
ホ
ワ
ン
ホ
ー
」
、「
揚
子
江
」「
ヤ
ン
ツ
ー
川
」「
ヤ
ン
ツ
ー
江
」「
長

江
」「
チ
ャ
ン
チ
ヤ
ン
」
等
と
、
表
記
が
二
転
三
転
し
て
い
る
。
そ
の
一

方
で
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
「
万
里
長
城
」
を
「
ワ
ン
リ
ー
長
城
」
、「
大

運
河
」
を
「
タ
ー
運
河
」
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
手
引
き
書
類
に

一
切
記
述
が
な
い
。
恐
ら
く
山
や
川
に
関
す
る
原
則
を
守
っ
て
、
各
出

版
社
が
独
自
に
採
用
し
た
表
記
な
の
で
あ
ろ
う
。

○
辛
亥
革
命
ま
で
と
そ
れ
以
降
で
区
別

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
資
料
Ｄ
に
定
め
ら
れ
た
地
名
表
記
に
つ
い
て
解

説
し
て
い
る
資
料
Ｅ
に
、

中
国
歴
史
上
の
地
名
は
、
歴
史
上
の
呼
び
方
で
さ
し
つ
か
え
な
い
。

（
清
朝
ま
で
を
い
う
）

（
太
字
原
文
マ
マ
）

と
い
う
記
述
が
あ
る
（

）
。
と
い
う
こ
と
は
、
例
え
ば
「
長
安
」
な
ら

10

「
ち
ょ
う
あ
ん
」
だ
が
、
し
か
し
「
西
安
」
の
場
合
は
、
清
朝
以
前
な

ら
「
せ
い
あ
ん
」
で
、
辛
亥
革
命
以
降
な
ら
「
シ
ー
ア
ン
」
と
す
る
、

と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
洛
陽
」
も
清
朝
以
前
な
ら
「
ら
く
よ

う
」
で
、
辛
亥
革
命
以
降
な
ら
「
ル
オ
ヤ
ン
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

但
し
、
こ
れ
も
実
際
の
教
科
書
で
は
必
ず
し
も
守
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
「
黄
河
文
明
」
を
「

黄
河

文
明
」
と
す
る
等
の
例
が
見
出

ホ
ワ
ン
ホ
ー

せ
る
。三

国
語
審
議
会
と
主
査
委
員
会
の
議
事
録
を
巡
っ
て

以
上
、
中
国
地
名
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
と
言
っ
て
も
、
単
に
中
国
語
の

読
み
方
の
通
り
に
カ
タ
カ
ナ
で
書
く
、
と
言
う
ほ
ど
単
純
な
話
で
は
な

い
こ
と
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
た
と
思
う
。

続
い
て
、
右
の
よ
う
な
文
部
省
式
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
決
ま
り
事
が
ど
の
よ

う
に
議
論
さ
れ
た
の
か
を
、
国
語
審
議
会
関
連
の
議
事
録
等
か
ら
抽
出
し
て
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み
た
い
。
特
に
重
要
な
発
言
は
、
こ
の
中
国
地
名
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
つ

い
て
集
中
的
な
議
論
の
あ
っ
た
、

国
語
審
議
会
「
第
十
五
回
総
会
」
（
一
九
四
九
年
三
月
）
…
（
ア
）

同
「
第
十
七
回
総
会
」
（
一
九
四
九
年
七
月
）
…
（
イ
）

及
び
、

「
中
国
の
地
名
・
人
名
の
書
き
方
に
関
す
る
主
査
委
員
会
」

（
一
九
四
八
年
十
一
月
～
四
九
年
二
月
）
…
（
ウ
）

「
外
国
（
中
国
）
の
地
名
・
人
名
の
書
き
方
に
関
す
る
主
査
委
員
会
」

（
一
九
四
九
年
三
月
～
四
月
）
…
（
エ
）

の
議
事
録
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
中
国
の
地
名
・
人
名
の
書
き
方
に

関
す
る
主
査
委
員
会
」
と
「
外
国
（
中
国
）
の
地
名
・
人
名
の
書
き
方

に
関
す
る
主
査
委
員
会
」
は
、
国
語
審
議
会
の
下
に
作
ら
れ
た
こ
の
問

題
に
関
す
る
専
門
委
員
会
で
あ
る
。
以
下
便
宜
上
、（
ア
）
～
（
エ
）
と

略
称
す
る
。

ま
ず
、
資
料
Ｂ
か
ら
資
料
Ｇ
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
、

中
国
の
地
名
・
人
名
は
、
か
な
書
き
に
す
る
。

中
国
の
地
名
・
人
名
の
か
な
書
き
は
、
原
則
と
し
て
現
代
の
中
国

標
準
音
に
よ
る
。

こ
の
表
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
当
分
の
間
、
漢
字
を
あ
わ
せ
示

し
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
（

）
。
（
も
し
く
は
、
「
た
だ
し
、
慣
用

11

と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
、
そ
の
他
必
要
の
あ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
漢
字
を
付
記
す
る
」
）（

）

12

と
規
定
し
て
い
た
こ
と
を
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。
現
在
の
教
科

書
や
地
図
帳
の
地
名
表
記
は
全
て
こ
の
規
定
に
従
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
議
事
録
（
エ
）
添
付
の
「
懇
談
会
に
お
け
る
意

見
等
要
領
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
安
藤
会
長
）（

）

13

む
ず
か
し
い
漢
字
を
へ
ら
す
の
が
、
漢
字
制
限
で
あ
る
。

（
原
主
査
委
員
長
）（

）

14

こ
れ
か
ら
は
、
漢
字
を
考
え
な
い
で
、
カ
ン
ト
ン
な
ら
カ
ン
ト
ン

で
お
ぼ
え
て
し
ま
お
う
と
い
う
の
が
、
こ
の
案
の
趣
旨
で
あ
る
。
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こ
れ
は
シ
ナ
語
を
学
ぶ
便
利
の
た
め
に
用
い
る
の
で
は
な
い
。

こ
れ
で
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
中
国
の
地
名
を
漢
字
で
書
か
ず
、
中
国
語

式
の
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
す
る
と
い
う
規
定
は
、
ま
さ
に
「
漢
字
廃
止
・

漢
字
制
限
」
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
現
地
の
人

へ
の
配
慮
と
か
、
国
際
化
へ
の
対
応
と
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
伺
わ

せ
る
発
言
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
続
い
て
、

（
松
坂
委
員
）（

）

15

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
知
識
階
級
に
さ
え
便
利
な
ら
ば
、
国
民

大
衆
は
ど
う
で
も
よ
い
と
い
う
の
で
は
い
け
な
い
。
中
国
の
地
名

人
名
で
も
、
少
数
学
者
に
し
か
よ
め
な
い
漢
字
よ
り
も
、
だ
れ
で

も
わ
か
る
か
な
書
き
の
方
が
国
民
大
衆
に
と
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

「
国
民
大
衆
」
を
思
い
や
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
前
提

に
は
「
国
民
大
衆
」
と
は
漢
字
も
読
め
な
い
無
学
な
も
の
だ
と
い
う
前

提
が
あ
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
る
ま
い
。
そ
れ
に
、「
階
級
」
だ
の
「
国

民
大
衆
」
だ
の
、
い
か
に
も
左
翼
風
な
発
言
で
あ
る
が
、
松
阪
が
理
事

長
を
し
て
い
る
「
カ
ナ
モ
ジ
カ
イ｣

は
、
こ
の
ほ
ん
の
し
ば
ら
く
前
、
戦

前
戦
中
に
は
、
ア
ジ
ア
の
盟
主
た
る
日
本
の
カ
ナ
モ
ジ
を
満
州
で
も
使

わ
せ
る
だ
の
、
興
亜
の
国
際
文
字
に
カ
ナ
モ
ジ
を
だ
の
と
い
う
物
騒
な

主
張
を
し
て
い
た
団
体
で
あ
る
。

（
倉
石
委
員
）（

）

16

中
国
の
地
名
・
人
名
を
漢
字
の
日
本
音
で
よ
む
の
は
、
中
日
の
連

絡
を
は
ば
む
も
の
で
あ
る
。
少
し
で
も
む
こ
う
の
音
に
近
い
も
の

を
知
れ
ば
外
交
上
に
も
よ
い
。

日
本
漢
字
音
で
読
む
こ
と
が
な
ぜ
日
中
の
連
絡
を
阻
む
こ
と
に
な
る
の

か
、
こ
の
カ
タ
カ
ナ
を
用
い
れ
ば
連
絡
が
ス
ム
ー
ス
に
行
く
の
か
、
ま

た
そ
れ
が
「
外
交
上
」
よ
い
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
、
浅
学

の
身
の
悲
し
さ
故
理
解
し
か
ね
る
。

一
方
、
こ
の
カ
タ
カ
ナ
現
地
音
に
反
対
す
る
委
員
の
発
言
も
記
録
さ

れ
て
い
る
。

（
和
田
氏
）（

）

17

同
文
の
シ
ナ
文
字
を
か
な
に
す
る
必
要
は
な
い
。
か
な
で
書
く
と

し
て
も
日
本
音
で
書
く
の
が
よ
い
。
シ
ナ
音
は
多
数
の
日
本
人
に
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と
っ
て
は
無
用
で
あ
り
、
国
際
的
に
も
か
な
で
書
い
た
の
で
は
通

用
し
な
い
。

（
石
田
氏
）（

）

18

日
本
人
の
大
多
数
は
中
国
語
を
日
常
生
活
に
必
要
と
し
な
い
。
シ

ナ
の
名
で
も
、
た
い
て
い
は
当
用
漢
字
の
組
合
せ
で
で
き
て
い
る

の
だ
か
ら
、
制
限
外
の
漢
字
に
つ
い
て
だ
け
考
え
れ
ば
よ
い
の
だ
。

（
菊
地
氏
）（

）

19

シ
ナ
の
現
代
音
を
日
本
の
か
な
で
は
正
確
に
書
き
あ
ら
わ
せ
な
い

と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
採
用
す
る
の
は
ど
ん
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
も
も
っ
と
も
な
意
見
で
あ
る
。
さ
す
が
に
中
国
地
名
の
カ
タ
カ

ナ
化
は
そ
う
す
ん
な
り
決
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
た

だ
、
実
際
に
当
用
漢
字
外
の
字
が
「
シ
ナ
の
名
」
に
含
ま
れ
て
い
た
ら

ど
う
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
か
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
前
節
で
見
た
、
カ
タ
カ
ナ
の
使
用
を
清
朝
ま
で
と
そ
の
後
と
で

区
切
る
、
と
い
う
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
は
、
議
事
録
（
ア
）
の
「
『
中
国

の
地
名
・
人
名
の
書
き
方
』
に
関
す
る
漢
字
主
査
委
員
会
の
審
議
経
過

報
告
（
要
領
）
」
に
、

だ
い
た
い
毎
週
１
回
、
前
後
９
回
に
わ
た
る
会
議
で
問
題
と
な
っ

た
お
も
な
点
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
１
）
趣
旨
に
は
異
論
は
な
い
が
、
実
行
に
つ
い
て
は
問
題
が
多

い
。

（
２
）
国
際
的
に
は
共
通
で
、
教
育
的
に
は
簡
便
な
も
の
を
き
め

る
べ
き
で
あ
る
。

（
３
）
歴
史
的
な
地
名
・
人
名
に
つ
い
て
は

イ

民
国
以
前
を
今
ま
で
ど
お
り
と
す
る
の
が
一
応
穏
当
な
よ

う
だ
が
、

ロ

こ
の
よ
う
に
区
別
す
る
と
筋
が
通
ら
な
い
し
、
こ
と
に
前

後
に
ま
た
が
る
も
の
が
こ
ま
る
。

ハ

中
国
の
も
の
と
日
本
の
も
の
と
ご
っ
ち
ゃ
に
す
る
思
想
上

の
錯
覚
を
の
ぞ
く
た
め
に
は
、
全
部
原
地
よ
み
で
あ
ら
わ

す
の
が
の
ぞ
ま
し
い
。

ニ

中
国
の
地
名
・
人
名
か
な
書
き
の
方
針
が
統
一
的
に
確
立

し
な
け
れ
ば
、
当
用
漢
字
表
実
施
普
及
上
の
障
害
と
な
っ

て
い
る
固
有
名
詞
の
問
題
は
少
し
も
解
決
し
な
い
。

ホ

国
語
の
１
文
体
と
し
て
の
漢
文
教
材
に
対
し
て
、
中
国
現

代
音
よ
み
の
統
一
的
適
用
は
む
り
な
点
が
あ
る
。
ま
た
、
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教
科
書
は
、
世
間
の
慣
用
よ
り
も
い
ち
じ
る
し
く
さ
き
ば

し
っ
た
方
法
を
採
用
す
る
こ
と
は
ど
う
か
。

ヘ

耳
な
れ
て
い
る
も
の
ま
で
新
し
く
す
る
こ
と
は
、
か
え
っ

て
不
便
で
は
な
い
か
。

ト

当
分
の
間
、
親
し
み
の
深
い
も
の
に
だ
け
は
、
漢
字
に
か

な
を
ふ
っ
て
し
め
し
て
も
よ
い
で
は
な
い
か
。

と
い
う
よ
う
な
論
議
が
く
り
か
え
さ
れ
ま
し
た
。

と
あ
る
。
従
来
の
常
識
的
な
読
み
方
が
「
中
国
の
も
の
と
日
本
の
も
の

と
ご
っ
ち
ゃ
に
す
る
思
想
上
の
錯
覚
」
だ
と
は
ま
こ
と
に
恐
れ
入
る
。

ま
た
、
漢
文
に
ま
で
カ
タ
カ
ナ
読
み
を
使
う
の
が
「
む
り
」
と
い
う
の

も
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（
「

昔

聞
く
ト
ン
チ
ン
の
水
、
今
上
る

む
か
し

き

い
ま
の
ぼ

ユ
エ
ヤ
ン
楼
」
な
ど
と
読
む
わ
け
に
は
行
く
ま
い
）。
そ
も
そ
も
そ
う
し

た
議
論
が
出
る
こ
と
自
体
、
今
と
な
っ
て
は
実
に
滑
稽
な
話
で
あ
る
。

と
ま
れ
、
従
来
の
読
み
と
現
地
音
読
み
を
時
代
で
区
切
る
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
さ
す
が
の
国
語
審
議
会
で
も
喧
々
囂
々
た
る
論
争
が
あ

っ
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
だ
。

さ
て
こ
こ
に
一
つ
、
面
白
い
議
論
が
あ
る
。
国
際
郵
便
を
巡
る
議
論

で
あ
る
。
同
じ
資
料
（
エ
）
に
、
委
員
会
に
出
席
し
た
逓
信
省
の
担
当

者
が
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。

（
逓
信
省
）

中
国
向
け
郵
便
物
を
あ
つ
か
う
職
場
に
シ
ナ
文
字
の
素
養
の
あ
る

職
員
を
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
点
で
問
題
に
な
る
。

さ
ら
に
こ
れ
に
関
し
て
、
議
事
録
（
イ
）
の
「
議
事
要
録
」
に
、
委
員

の
井
上
達
二
（

）

が
中
国
語
の
ロ
ー
マ
字
表
記
に
関
し
て
次
の
よ
う

20

な
質
問
を
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

井
上

ロ
ー
マ
字
の
書
き
方
に
問
題
が
で
な
か
っ
た
か
。

原

問
題
が
で
た
。
か
な
で
書
く
と
郵
便
局
で
は
ロ
ー
マ
字
に

書
き
か
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
残
さ
れ
た
問
題
で

あ
る
。
し
か
し
こ
の
書
き
か
え
は
や
っ
て
で
き
な
い
こ
と

は
な
い
。

原
は
、
表
書
き
を
全
て
郵
便
局
で
ロ
ー
マ
字
に
書
き
換
え
る
ん
だ
と
、

こ
と
も
な
げ
に
言
う
の
で
あ
る
。
さ
て
大
量
の
郵
便
物
を
処
理
す
る
の

に
ど
れ
だ
け
の
手
間
が
か
か
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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た
だ
実
際
問
題
、
文
部
省
や
国
語
審
議
会
が
中
国
地
名
を
カ
タ
カ
ナ

書
き
に
す
る
と
規
定
し
た
と
こ
ろ
で
、
中
国
向
け
の
国
際
郵
便
の
表
書

き
ま
で
カ
タ
カ
ナ
で
書
く
人
間
な
ど
い
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
→
中

国
、
中
国
→
日
本
、
い
ず
れ
に
せ
よ
相
手
の
国
宛
て
の
表
書
き
く
ら
い

は
書
け
る
人
で
な
い
と
、
国
際
郵
便
を
発
送
す
る
こ
と
な
ど
な
さ
そ
う

な
も
の
だ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
国
際
郵
便
を
出
そ
う
と
い
う
人
が
「
イ
ギ

リ
ス
」
だ
の
「
ロ
ン
ド
ン
」
だ
の
と
カ
タ
カ
ナ
で
書
き
は
し
な
い
の
と

同
じ
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
い
う
議
論
を
国
語
審
議
会
で
は
ま
じ
め
に
や

っ
て
い
た
ら
し
い
。
さ
ら
に
同
じ
「
議
事
要
録
」
に
は
、

井
上

第
３
者
的
に
考
え
て
み
て
、
こ
れ
を
世
の
中
に
発
表
し
た

場
合
ど
ん
な
反
響
が
起
る
か
。
か
な
で
表
記
し
た
も
の
を

そ
の
と
お
り
発
音
し
て
も
中
国
人
に
は
通
じ
な
い
。
か
な

書
き
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
補
助
と
し
て
ロ
ー
マ
字
を

添
え
て
お
け
ば
、
発
音
が
正
し
く
さ
れ
る
の
に
便
利
で
あ

る
。
議
案
の
ま
え
が
き
に
「
…
…
当
分
の
間
、
漢
字
ま
た

は
ロ
ー
マ
字
を
あ
わ
せ
示
し
て
お
さ
し
つ
か
え
な
い
。
」
と

し
て
は
ど
う
か
。

原

国
語
表
記
の
簡
易
化
の
た
て
ま
え
か
ら
い
え
ば
、
漢
字
を

入
れ
る
の
さ
え
、
や
め
た
ほ
う
が
い
い
の
で
あ
る
。
ロ
ー

マ
字
を
添
え
る
と
す
れ
ば
、
ウ
ェ
ー
ド
式
に
す
る
か
、
国

音
式
に
す
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
こ
の
案
の
ね
ら
う
と
こ

ろ
は
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
の
た
め
な
の
で
あ
っ
て
、
中
国

人
と
同
じ
に
発
音
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
の
で
は
な

い
。
も
し
中
国
人
に
通
じ
さ
せ
よ
う
と
思
え
ば
、
四
声
と

有
気
・
無
気
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
案
は
中

国
人
に
通
じ
る
通
じ
な
い
を
考
え
て
の
案
で
は
な
い
。
日

本
語
の
表
記
な
の
で
あ
る
。

こ
の
原
の
発
言
こ
そ
、
こ
の
中
国
地
名
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
素
性
を
簡
潔

に
示
す
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
外
国
人
へ
の
配
慮
な
ど

で
は
な
く
、
日
本
語
の
表
記
を
カ
タ
カ
ナ
化
す
る
た
め
の
改
革
案
だ
と

い
う
わ
け
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、

井
上

現
在
の
日
本
は
国
際
的
に
し
め
だ
さ
れ
て
、
中
国
と
の
交

渉
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
態
に
お
い
て
き
め
ら
れ
た
案

で
は
、
将
来
国
交
が
回
復
し
た
と
き
に
役
に
立
た
な
く
な

る
。
手
紙
の
往
復
が
始
ま
っ
た
と
き
、
ペ
ー
ピ
ン
の
よ
う
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な
大
都
市
は
い
い
が
、
小
さ
な
と
こ
ろ
へ
は
郵
便
物
が
と

ど
か
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。
漢
字
を
ど
ん
ど
ん
へ
ら
し
て

ゆ
く
た
て
ま
え
か
ら
、
ロ
ー
マ
字
の
添
え
書
き
を
す
る
こ

と
に
し
た
い
と
思
う
。

土
岐
（

）

さ
き
ほ
ど
主
査
委
員
長
の
報
告
の
中
に
、
準
備
期
間

21を
お
く
と
あ
っ
た
が
、
そ
の
た
め
に
し
ば
し
ば
実
行
が
う

や
む
や
に
な
っ
た
例
が
あ
る
。
中
国
の
地
名
・
人
名
を
か

な
書
き
に
す
る
論
は
、
国
語
の
簡
易
化
の
線
に
そ
っ
て
や

っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
郵
便
物
が
つ
く
か
つ
か
ぬ
か
の

心
配
は
別
問
題
で
あ
る
。

と
あ
る
。
こ
の
「
議
事
要
録
」
に
於
い
て
井
上
が
、
ロ
ー
マ
字
を
書
き

添
え
る
こ
と
を
執
拗
に
求
め
て
い
る
の
は
、
彼
が
い
わ
ゆ
る
ロ
ー
マ
字

派
の
人
物
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
「
ロ
ー
マ
字
を
添
え
て
お

け
ば
、
発
音
が
正
し
く
さ
れ
る
の
に
便
利
」
と
は
、
井
上
も
脳
天
気
に

過
ぎ
よ
う
。
中
国
語
の
ロ
ー
マ
字
表
記
と
い
う
の
は
そ
う
甘
い
も
の
で

は
な
い
。
綴
り
と
発
音
と
の
対
応
は
、
き
ち
ん
と
勉
強
し
て
お
か
な
い

と
分
か
ら
な
い
。
こ
れ
は
本
論
集
の
読
者
諸
氏
な
ら
ご
理
解
い
た
だ
け

よ
う
。

以
上
を
要
す
る
に
、
中
国
地
名
を
カ
タ
カ
ナ
化
す
る
目
的
は
国
語
表

記
の
簡
易
化
、
即
ち
漢
字
廃
止
・
漢
字
制
限
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
中
国
人
に
通
じ
る
か
ど
う
か
も
、
国
際
郵
便
物
が
つ
く
か
ど
う

か
も
、
全
て
は
問
題
外
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
さ
ら
に
、
そ
の
漢
字
廃

止
・
漢
字
制
限
論
の
中
で
も
、
カ
ナ
モ
ジ
派
が
優
勢
で
あ
り
、
ロ
ー
マ

字
派
は
劣
勢
に
立
た
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
見
て
取
れ
る
。

さ
て
続
い
て
、
文
部
省
式
カ
タ
カ
ナ
の
表
記
上
の
特
徴
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
る
。
ま
ず
、
議
事
録
（
ア
）
の
「
議
事
」
の
次
の
よ
う
な
発

言
に
ご
注
目
願
い
た
い
。

簗
田
（

）

中
国
語
を
か
な
で
書
く
こ
と
は
異
論
が
な
い
。
表
記

22法
に
つ
い
て
は
か
な
り
の
異
論
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

新
た
に
構
成
さ
れ
る
主
査
委
員
会
は
、
こ
の
原
則
を
か
え

な
い
と
い
う
条
件
で
あ
れ
ば
よ
い
。
発
表
す
る
に
は
、
審

議
会
の
意
向
と
し
て
正
し
く
発
表
し
て
ほ
し
い
。

釘
本
（

）

今
日
の
総
会
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
正
式
の
新
聞
発

23表
（
司
令
部
の
検
閲
）
を
す
る
が
、
発
表
案
に
つ
い
て
一

応
念
を
お
し
て
お
き
た
い
。
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「
国
語
審
議
会
は
、
第

回
総
会
に
お
い
て
、
中
国
地

15

名
・
人
名
の
書
き
方
は
次
の
方
針
に
よ
る
の
を
適
当
と

認
め
た
。

１

中
国
地
名
・
人
名
は
、
か
な
書
き
に
す
る
。

２

中
国
地
名
・
人
名
の
か
な
書
き
は
、
現
代
中
国
標

準
音
に
も
と
づ
く
。

そ
の
方
針
に
よ
る
具
体
案
を
審
議
す
る
た
め
に
、
新
た

に
主
査
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
を
決
定
し
た
。」

松
坂

さ
ら
に
広
く
世
間
に
問
い
た
い
こ
と
を
加
え
よ
。

こ
れ
が
「
中
国
の
地
名
・
人
名
の
書
き
方
に
関
す
る
主
査
委
員
会
」
の

設
置
さ
れ
た
事
情
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
先
程
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の

主
査
委
員
会
が
開
か
れ
た
の
は
一
九
四
八
年
の
十
一
月
か
ら
一
九
四
九

年
の
二
月
ま
で
で
あ
る
。
こ
れ
を
引
き
継
い
だ
「
外
国
（
中
国
）
の
地

名
・
人
名
の
書
き
方
に
関
す
る
主
査
委
員
会
」
は
一
九
四
九
年
四
月
で

終
了
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
中
国
地
名
の
カ
タ
カ
ナ
化
の
基
準
と
な
る

べ
き
中
国
語
発
音
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
作
成
す
る
の
に
、
半
年
し
か
か
か

っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
か
な
り
早
い
と
言
え
な
い
か
。

こ
の
あ
た
り
の
事
情
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
記
述
を
、
議
事
録
等
か

ら
拾
っ
て
み
よ
う
。
ま
ず
（
ウ
）
に
添
付
さ
れ
た
「
中
国
・
朝
鮮
の
地

名
・
人
名
の
書
き
方
に
関
す
る
内
部
打
合
せ
会
」
議
事
録
の
（
注
）
に

次
の
よ
う
に
あ
る
。

朝
日
、
毎
日
、
読
売
、
共
同
、
放
送
協
会
で
「
か
な
書
き
中
国
地

名
人
名
一
覧
」
を
昭
和

年
９
月

日
に
決
定
し
た
の
で
、
こ
れ

22

30

を
国
語
審
議
会
の
審
議
に
の
せ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
た
め
に
主

査
委
員
会
が
組
織
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
た
め

の
文
部
省
部
内
の
準
備
打
合
せ
会
で
あ
る
。

ま
た
（
ウ
）
の
「
第
一
回
主
査
委
員
会
」
の
「
議
事
」
に
、

放
送
協
会
、
鈴
木
明
氏
か
ら
５
社
の
協
議
経
過
に
つ
い
て
説
明
。

広
田
幹
事
か
ら
提
出
資
料
に
つ
い
て
説
明
。

会
社
名
な
ど
は
含
め
な
い
。
人
名
に
つ
い
て
は
、
民
国
以
後
に
生

存
し
た
人
だ
け
に
つ
い
て
論
ず
る
。

５
社
案
を
審
議
の
原
案
と
す
る
こ
と
を
決
定
。

（
共
同
通
信
社
）
全
国
新
聞

社
ほ
ど
の
う
ち
、

社
ほ
ど
が
、

120

80

す
で
に
か
な
書
き
を
実
行
し
て
い
る
が
、
漢
字
を
併
用
し
て
い
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る
。
教
科
書
で
も
、
ま
た
世
間
で
も
使
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し

た
い
。

（
放
送
協
会
）
放
送
局
で
現
地
よ
み
を
実
行
し
て
い
る
理
由
は
、

東
洋
以
外
の
地
方
は
、
ほ
ぼ
現
地
よ
み
と
な
っ
て
い
る
。
中
国

・
朝
鮮
だ
け
が
日
本
よ
み
で
は
、
現
地
人
に
も
わ
か
ら
な
い
か

ら
。
国
名
（
中
国
）
地
方
名
（
朝
鮮
）
は
日
本
よ
み
で
あ
つ
か

う
。

と
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
受
け
て
（
ア
）
の
「
『
中
国
の
地
名
・
人
名
の

書
き
方
』
に
関
す
る
漢
字
主
査
委
員
会
の
審
議
経
過
報
告
（
要
領
）
」
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

た
ま
た
ま
、
朝
日
・
毎
日
・
読
売
・
放
送
・
共
同
の
５
社
で
は
協

力
し
て
「
か
な
書
き
中
国
地
名
・
人
名
一
覧
」
と
い
う
も
の
を
つ

く
り
あ
げ
、
放
送
協
会
お
よ
び
読
売
新
聞
で
、
す
で
に
早
く
か
ら
、

中
国
の
地
名
・
人
名
を
原
地
音
で
よ
び
、
ま
た
、
そ
の
か
な
書
き

を
実
施
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
趣
旨
と
い
う
の
は
、

「
当
用
漢
字
表
の
制
定
に
よ
っ
て
、
中
国
の
地
名
・
人
名
の
う
ち
、

相
当
部
分
が
当
用
漢
字
外
の
も
の
と
な
っ
た
。
従
来
で
も
中
国
の

地
名
・
人
名
に
用
い
ら
れ
る
漢
字
が
む
ず
か
し
い
た
め
、
中
国
の

事
情
を
多
く
の
人
々
に
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
困
難
だ

っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
中
国
か
ら
漢
字
を
摂
取
同
化
し
た
が
、
同

化
さ
れ
た
も
の
は
日
本
の
国
語
と
な
っ
た
も
の
で
、
現
代
の
中
国

の
国
語
国
字
で
は
な
い
。
中
国
の
地
名
・
人
名
が
た
と
え
日
本
の

漢
字
と
形
が
同
じ
で
も
、
わ
れ
わ
れ
は
他
の
外
国
の
地
名
・
人
名

と
同
じ
く
、
そ
の
国
の
発
音
に
よ
る
の
が
正
し
い
と
信
ず
る
。
隣

邦
へ
の
理
解
と
親
し
み
を
深
め
る
た
め
に
は
、
古
い
感
情
を
犠
牲

に
し
て
、
新
し
い
明
日
の
人
々
の
た
め
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。

５
社
の
当
事
者
は
、
い
ろ
い
ろ
の
角
度
か
ら
研
究
協
議
を
重
ね
、

国
語
学
者
や
中
国
学
者
の
意
見
を
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
参
考
に
し
て
こ

の
一
覧
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
国
語
審
議
会
に
対
し
て
、

こ
の
一
覧
の
調
査
審
議
に
つ
い
て
の
相
談
が
あ
っ
た
の
で
、
漢
字

に
関
す
る
主
査
委
員
会
は
、
昨
年

月
４
日
に
こ
の
件
に
関
す
る

11

第
１
回
の
会
合
を
召
集
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
主
査
委
員
会
の
審
議
の
方
向
性
と
し
て
は
こ
の
続
き
に
、
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１
、
５
社
の
「
一
覧
」
を
原
案
と
し
、

２
、
審
議
の
方
向
と
し
て
は
、

（
１
）
文
部
省
側
の
方
針
と
、
原
案
者
側
の
方
針
を
な
る
べ
く
近

づ
け
、

（
２
）
教
科
書
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
を
予
想
し
、
ま
た
外
国
全
体

の
地
名
・
人
名
表
記
の
総
合
審
議
、
お
よ
び
国
内
の
地
名
・
人

名
を
か
な
書
き
に
す
る
こ
と
に
す
す
む
第
１
段
階
と
す
る
こ

と
。

（
３
）
実
施
の
具
体
的
方
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
会
に
ま
つ
こ
と
。

３
、
審
議
の
結
果

（
１
）
原
案
と
は
は
な
は
だ
し
く
ち
が
っ
た
場
合
は
国
語
審
議
会

案
と
す
る
が
、

（
２
）
で
な
い
場
合
は
、「
５
社
合
作
」
の
も
の
を
、
審
議
会
が
承

認
し
て
採
用
す
る
。

と
あ
る
。
中
国
地
名
の
か
な
書
き
は
、
日
本
国
内
を
含
め
、
全
て
の
地

名
を
か
な
書
き
に
す
る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
だ
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

点
に
ご
注
目
願
い
た
い
。

ま
た
（
エ
）
の
「
外
国
（
中
国
）
の
地
名
・
人
名
の
書
き
方
に
関
す

る
主
査
委
員
会
」
は
こ
の
５
社
を
呼
ん
で
「
５
社
原
案
者
側
と
の
協
議

会
」
「
５
社
東
亜
部
長
と
の
懇
談
会
」
を
相
次
い
で
開
い
て
い
る
。
そ
の

「
５
社
原
案
者
側
と
の
協
議
会
」
の
議
事
録
に
は
、

主
査
委
員
会
の
成
案
（
第
２
次
案
）
全
体
に
つ
い
て
検
討
し
、
音

節
表
記
の
方
法
に
つ
い
て
、
５
社
は
第
２
次
案
を
無
修
正
の
ま
ま

全
面
的
に
み
と
め
た
。

と
あ
る
。

い
か
が
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
中
国
地
名
・
人
名
の
書
き
方
の

表
」
の
カ
タ
カ
ナ
音
節
一
覧
表
は
、
国
語
審
議
会
や
主
査
委
員
会
が
一

か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
作
成
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
元
に
な
っ
た
カ

タ
カ
ナ
表
記
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

朝
日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
読
売
新
聞
、
共
同
通
信
社
、
放
送
協
会
の
５

社
が
既
に
作
成
し
て
い
た
中
国
語
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
表
を
、
国
語
審
議

会
が
基
本
的
に
踏
襲
し
て
使
用
し
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
文
部
省
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
特
徴
や
書
き
グ
セ
、
と
い
っ

た
も
の
の
来
歴
を
知
る
に
は
重
要
な
事
実
で
あ
る
。
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で
は
、
そ
う
し
た
表
記
の
ク
セ
と
い
っ
た
も
の
に
関
す
る
議
論
は
残

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
（
ア
）
の
議
事
「
中
国
地
名
・
人

名
の
書
き
方
に
関
す
る
問
題
」
に
、

服
部
（

）

中
国
語
発
音
か
な
書
き
の
表
の
Ｐ
．

３yen

エ
ンtien

24テ
ン
は
Ｐ
．

４
のyeh

イ
エ
の
あ
と
に
イ
エ
ン
・
テ
ィ
エ
ン

と
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

原

日
本
の
発
音
で
は
イ
エ
か
エ
か
は
区
別
が
つ
か
ぬ
。
た
だ

し
、
テ
ィ
は
一
つ
特
別
に
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。

服
部

イ
エ
を
認
め
る
な
ら
イ
エ
ン
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

保
科
（

）

放
送
局
の
原
案
者
鈴
木
氏
に
説
明
に
当
っ
て
も
ら
お

25う
。

鈴
木
（

）

エ
ン
・
テ
ン
と
し
た
理
由
。
テ
ィ
エ
ン
と
す
れ
ば
よ

26い
の
だ
が
、
一
般
の
人
た
ち
に
テ
イ
エ
ン
と
読
ま
れ
る
恐

れ
が
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ
テ
ン
と
し
て
お
い
た
方
が
無
難

と
い
う
考
え
か
ら
で
あ
る
。
イ
エ
ン
は
語
中
に
は
い
っ
た

場
合
、
一
般
人
に
は
非
常
に
発
音
し
に
く
い
か
ら
エ
ン
に

し
て
し
ま
っ
た
。

と
あ
る
。
既
に
見
た
よ
う
な
、
「
天
津
＝

Tianjin

」
を
「
テ
ィ
エ
ン
チ

、
、
、
、

ン
」
な
ど
で
は
な
く
「
テ
ン
チ
ン
」
と
す
る
、
と
い
う
一
種
の
書
き
グ

、
、

セ
は
、
実
は
国
語
審
議
会
の
方
針
で
は
な
く
、
そ
れ
が
元
に
し
た
マ
ス

コ
ミ
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
ま
た
「
チ

ア
ン
」
と
「
チ
ャ
ン
」
の
か
き
分
け
に
し
て
も
、

、

、

服
部

hsiu,
shu

が
シ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
る
。C

hin
ching

が
区

別
さ
れ
て
い
る
な
ら
、
同
様
にshu

シ
ュ
ーshiu

シ
ユ
ー

と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

鈴
木

ト
ゥ
・
チ
ュ
ウ
を
区
別
し
た
い
と
思
っ
て
い
ろ
い
ろ
考
え

た
。
し
か
し
チ
ュ
ウ
と
チ
ュ
ー
は
、
読
む
に
も
区
別
が
つ

け
に
く
い
か
ら
、
両
方
と
も
チ
ュ
ー
に
し
た
。

服
部

し
か
ら
ば
、
チ
ャ
ン
も
チ
ア
ン
も
一
つ
で
よ
い
で
は
な
い

か
。

鈴
木

放
送
局
で
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
チ
ア
ン
と
チ
ャ
ン
と
を
発

音
し
わ
け
て
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
ん
な
に
困
難
で

は
な
い
。

と
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
マ
ス
コ
ミ
が
「
チ
ア
ン
」
と
「
チ
ャ
ン
」
の
区
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別
を
持
ち
込
み
、
わ
ざ
わ
ざ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
も
実
践
さ
せ
、
そ
れ
が

国
語
審
議
会
の
カ
タ
カ
ナ
に
も
受
け
継
が
れ
た
、
と
い
う
こ
と
の
よ
う

で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
「
チ
ア
ン
」
「
チ
ャ
ン
」
の
区
別
は
で
き
る

の
に
、「
エ
ン
」
と
「
イ
エ
ン
」
の
区
別
は
で
き
な
い
、
と
い
う
の
も
変

な
話
だ
。
恣
意
的
な
議
論
に
思
え
て
仕
方
が
な
い
。

さ
て
、
こ
こ
で
浮
か
び
上
が
っ
て
来
た
の
が
、
中
国
地
名
人
名
カ
タ

カ
ナ
表
記
に
関
す
る
、
マ
ス
コ
ミ
５
社
に
よ
る
「
５
社
案
」「
５
社
一
覧
」

な
る
も
の
の
存
在
で
あ
る
。
国
語
審
議
会
と
主
査
委
員
会
が
カ
タ
カ
ナ

表
記
を
作
成
す
る
そ
の
元
と
な
っ
た
原
案
。
そ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
も

の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

四

マ
ス
コ
ミ
５
社
に
よ
る
『
か
な
書
き
中
国
地
名
人
名
一
覧
』

実
は
、
大
変
幸
運
な
こ
と
に
、
右
の
議
事
録
が
「
５
社
案
」
と
呼
ん

で
い
る
資
料
を
、
古
書
店
で
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

『
か
な
書
き

中
国
地
名
人
名
一
覧
』
【
附
】
中
国
語
発
音
表

編
集

中
国
語
か
な
書
委
員
会

発
行
所

毎
日
新
聞
社

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
年
）
九
月
三
十
日
発
行

と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
発
行
所
は
毎
日
新
聞
社
と
あ
る
が
、
そ
の

「
は
し
が
き
」
に
は
、

今
回
の
カ
ナ
書
案
の
作
製
に
は
朝
日
、
毎
日
、
読
賣
、
放
送
協
会

お
よ
び
共
同
の
五
社
が
協
力
し
て
あ
た
り
、
国
語
学
者
、
中
国
語

学
者
の
意
見
を
参
考
と
し
た
。

と
あ
り
、
前
章
で
見
た
議
事
録
が
挙
げ
る
５
社
と
同
じ
な
の
で
、
こ
の

本
で
間
違
い
な
か
ろ
う
。
縦

・
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
９
・
２
セ

12

ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
さ
な
手
帳
型
で
、
私
の
入
手
し
た
も
の
に
は

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
小
さ
な
赤
イ
ン
ク
の
跡
が
残
っ
て
い
た
。
も
し
か
し
た

ら
新
聞
社
の
校
閲
な
ど
で
実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
右
で
見
た
よ
う
な
文
部
省
式
カ
タ
カ
ナ
表
記
の

特
徴
や
ク
セ
は
、
基
本
的
に
は
全
て
こ
の
資
料
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
文
部
省
式
は
や
は
り
こ
の
資
料
を
手
直
し
し
た
も
の
だ
っ
た
の
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で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
半
年
と
い
う
短
い
時
間
で
、
中
国
語
カ
タ

カ
ナ
書
き
の
シ
ス
テ
ム
を
作
る
の
は
難
し
か
ろ
う
。

例
え
ば
四
声
、
有
気
音
／
無
気
音
、
舌
面
音
／
捲
舌
音
、
ｎ
韻
尾
／

韻
尾
を
区
別
し
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
本
書
「
総
説
」
に
、

ng

中
國
語
に
特
有
な
上
平
、
下
平
、
上
声
、
去
声
な
ど
の
四
声
法
や
、

発
音
の
強
弱
を
表
す
有
氣
音
、
無
氣
音
、
ま
た
同
じ
シ
・
チ
・
リ

な
ど
の
発
音
で
も
舌
の
先
で
発
音
す
る
舌
前
音
、
舌
を
ま
る
め
て

発
音
す
る
舌
葉
音
な
ど
の
発
音
法
は
中
國
語
を
正
確
に
発
音
す
る

た
め
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
で
あ
る
が
、
今
回
の
カ
ナ

書
に
お
い
て
は
こ
の
区
別
を
つ
け
る
こ
と
が
か
え
っ
て
混
乱
を
起

し
、
煩
雜
と
な
り
、
大
衆
性
を
欠
く
の
で
欧
米
語
の
カ
ナ
書
同
樣

一
切
区
別
を
表
記
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

と
あ
り
、
本
書
の
「
中
国
語
発
音
表
」
の
各
音
節
も
そ
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

一
方
、
「
テ
ィ
」
「
ト
ゥ
」
に
つ
い
て
は
、
文
部
省
式
と
や
や
見
解
が

異
な
る
よ
う
だ
。
「
総
説
」
に
、

拗
音
そ
の
他
で
小
文
字
を
併
用
す
る
方
が
正
確
な
発
音
と
な
る
場

合
（
例
え
ばC

han

＝
チ
ヤ
ン
を
チ
ャ
ン
と
す
る
、Tsa

＝
ツ
ア
ー

を
ツ
ァ
ー
と
す
る
）
に
は
印
刷
技
術
が
許
す
か
ぎ
り
小
文
字
を
使

用
す
る
こ
と
と
し
た
。
印
刷
技
術
の
関
係
で
小
文
字
が
使
用
で
き

な
い
所
で
は
全
部
同
号
活
字
を
使
う
こ
と
は
さ
し
つ
か
え
な
い

（

）
。

27

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「C

han

」
は
「
チ
ャ
ン
」
と
い
う
表
記
が

適
切
だ
と
認
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
活
字
の
ポ
イ
ン
ト
に
よ

っ
て
は
拗
音
の
小
さ
い
「
ャ
」
を
用
い
な
く
て
も
よ
い
、
つ
ま
り
「
ヤ
」

か
「
ャ
」
か
は
印
刷
技
術
上
の
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
や
は

り
マ
ス
コ
ミ
な
ら
で
は
の
言
い
回
し
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
「
原
則
」
の
８

に
は
、８

、ti

、tu

の
発
音
は
次
の
よ
う
に
表
記
す
る
。

ti

＝
テ
ィ

tiao

＝
テ
ア
オ

tien

＝
テ
ン

tieh

＝
テ
エ

ting

＝
テ
ィ
ン

tiu

＝
テ
ユ
ウ

tu

＝
ト
ー

こ
れ
は
興
味
深
い
。
文
部
省
式
が
「
テ
ィ
」
を
全
く
用
い
な
い
の
に
対
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し
、
本
書
で
は
「
テ
ィ
」
を
用
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「tiao

」
は

「
テ
ィ
ア
オ
」
で
は
な
く
「
テ
ア
オ
」
で
、
「
テ
ィ
」
の
使
用
を
避
け
て

い
る
。
「tieh
」
を
「
テ
ィ
エ
」
で
は
な
く
「
テ
エ
」
と
し
て
い
る
の
も

同
様
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
「tu

」
は
「
ト
ゥ
ー
」
で
は
な
く
「
ト
ー
」

で
、
「ti

」
「tu

」
の
扱
い
が
明
ら
か
に
文
部
省
式
と
異
な
る
。
恐
ら
く
こ

う
し
た
点
が
不
統
一
だ
と
見
な
さ
れ
、
よ
り
「
外
来
語
の
表
記
」
に
添

う
形
に
国
語
審
議
会
と
主
査
委
員
会
、
及
び
文
部
省
で
修
正
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。

で
は
「
チ
ャ
」
と
「
チ
ヤ
」
の
区
別
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
本

書
が
「C

ha

」
を
「
チ
ャ
」
と
す
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は

先
程
触
れ
た
。
さ
ら
に
、
「
原
則
」
の

と

に
は
、

13

14

、-ao

、-iao

は
次
の
よ
う
に
区
別
す
る
。

13
趙
＝chao

＝
チ
ャ
オ

教
＝chiao

＝
チ
ヤ
オ

邵
＝shao
＝

シ
ャ
オ

小
＝hsiao

＝
シ
ヤ
オ

老
＝lao

＝
ラ
オ

遼
＝

liao

＝
リ
ヤ
オ

、-an

、-ing

、-iang

は
次
の
よ
う
に
区
別
す
る
。

14
占
＝chan

＝
チ
ャ
ン

張
＝chang

＝
チ
ャ
ン

蔣
＝chiang

＝
チ
ヤ
ン

山
＝shan

＝
シ
ャ
ン

想
＝hsiang

＝
シ
ヤ
ン

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「chao

」
は
「
チ
ャ
オ
」
、
「chiao

」
は
「
チ

、

ヤ
オ
」
、
「shao

」
は
「
シ
ャ
オ
」
、
「hsiao

」
は
「
シ
ヤ
オ
」
、
「shan

」

、

、

、

は
「
シ
ャ
ン
」
、
「hsiang

」
は
「
シ
ヤ
ン
」
と
、
ｉ
介
音
の
有
無
に
よ

、

、

り
「
ャ
」
と
「
ヤ
」
と
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
文

部
省
式
カ
タ
カ
ナ
が
基
本
的
に
簡
略
化
を
旨
と
し
な
が
ら
も
、「
ャ
」
と

「
ヤ
」
と
い
う
異
常
に
細
か
い
区
別
を
採
用
し
て
い
た
の
は
、
本
書
の

規
定
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
教
科
書
や
地
図
帳
の
中
国
地
名
の
書
き
方
で
最
も
特
徴
的
な
、

河
川
や
山
岳
や
湖
沼
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
「
総

説
」
に
は
っ
き
り
規
定
が
あ
る
。

地
名
の
下
に
つ
く
省
、
縣
、
山
、
湖
、
半
島
な
ど
の
普
通
名
詞
は

そ
の
ま
ま
残
し
、
ま
た
人
名
の
場
合
に
附
さ
れ
る
職
名
、
機
関
名

な
ど
も
そ
の
ま
ま
と
す
る
。
た
だ
し
こ
の
場
合
原
語
で
理
解
し
難

い
も
の
、
ま
た
当
用
漢
字
の
範
囲
外
に
出
る
も
の
な
ど
は
、
理
解

し
易
い
よ
う
に
当
用
漢
字
内
の
漢
字
を
用
い
て
飜
訳
す
る
よ
う
に

つ
と
め
た
。
な
お
ロ
ー
マ
字
表
記
法
は
ウ
ェ
ー
ド
式
を
採
用
し
た
。
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具
体
的
な
地
名
表
記
に
於
い
て
は
、
「
太
湖
＝
タ
イ
湖
」
「
泰
山
＝
タ
イ

山
」「
峨
眉
山
＝
オ
ー
メ
イ
山
」
等
と
な
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
文
部
省
式

と
同
様
で
あ
る
。
一
方
、
本
書
「
附
則
」
に
は
、

度
量
衡
、
貨
幣
單
位
、
山
、
河
、
山
脈
、
湖
、
半
島
な
ど
の
普
通

名
詞
は
そ
の
ま
ま
と
す
る
。
ま
た
江
、
水
、
河
な
ど
は
河
に
統
一

す
る
。

と
あ
る
。
ご
注
意
願
い
た
い
。
河
川
名
は
文
部
省
式
の
「
～
川
」
で
は

な
く
、「
～
河
」
に
統
一
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
個
別
の

例
に
於
い
て
も
、
「
揚
子
江
＝
ヤ
ン
ツ
ー
河
」
「
黄
河
＝
ホ
ワ
ン
河
」
「
珠

江
＝
チ
ュ
ー
河
」
「
淮
河
＝
ホ
ワ
イ
河
」
「
渭
水
＝
ウ
ェ
イ
河
」
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
も
、
日
本
語
表
記
と
し
て
は
「
～
河
」
よ
り
も
「
～
川
」

の
方
が
馴
染
む
、
ま
た
「
テ
ム
ズ
川
」
「
ド
ナ
ウ
川
」
「
ア
マ
ゾ
ン
川
」

な
ど
他
の
地
域
の
河
川
名
と
も
合
わ
せ
る
、
と
い
っ
た
理
由
か
ら
国
語

審
議
会
と
主
査
委
員
会
に
よ
り
「
～
川
」
に
修
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。さ

ら
に
「
附
則
」
に
は
、

実
施
に
あ
た
っ
て
は
人
名
、
地
名
同
時
に
開
始
す
る
が
第
一
段
階

で
は
漢
字
を
併
記
す
る

【
例
】
チ
ヤ
ン
・
チ
エ
シ
ー
（
蔣
介
石
）

ス
ー
チ
ョ
ウ
（
蘇
州
）

し
か
し
適
当
な
時
期
に
お
い
て
漢
字
を
外
す
。
漢
字
併
記
を
廃
止

す
る
時
期
は
各
社
で
自
主
的
に
決
定
す
る

と
あ
る
。
こ
れ
も
文
部
省
式
の
手
引
き
書
等
が
「
こ
の
表
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
当
分
の
間
、
漢
字
を
あ
わ
せ
示
し
て
も
さ
し
つ
か
え
な
い
」

、
、
、
、

も
し
く
は
「
た
だ
し
、
慣
用
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
、
そ

の
他
必
要
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
漢
字
を
付
記
す
る
」
と
述
べ
て
、

、
、

最
終
的
に
は
中
国
地
名
を
カ
タ
カ
ナ
の
み
の
表
記
に
し
よ
う
と
し
て
い

た
こ
と
と
合
致
す
る
。

ま
た
「
附
則
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

民
國
以
前
の
歴
史
的
な
人
物
、
地
名
、
國
号
、
年
号
そ
の
他
に
つ

い
て
は
將
來
文
部
省
の
中
國
地
名
、
人
名
カ
ナ
書
に
同
調
す
る
こ

と
と
し
て
原
則
と
し
て
今
回
は
適
用
し
な
い
。

今
回
は
（
つ
ま
り
本
書
が
発
行
さ
れ
た
一
九
四
七
年
の
時
点
で
は
）
適
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用
し
な
い
と
書
い
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
逆
に
言
え
ば
、
民
国
以
前

と
以
後
と
で
カ
タ
カ
ナ
書
き
の
適
用
を
分
け
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
自
体

は
、
既
に
検
討
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
国
語
審
議
会
や

主
査
委
員
会
の
議
事
録
で
は
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
細
か
な
決
ま
り
事
が

本
書
（
つ
ま
り
５
社
案
）
か
ら
来
て
い
る
こ
と
が
再
三
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
一
方
本
書
で
は
、
民
国
以
前
の
歴
史
的
固
有
名
詞
の
カ
タ
カ
ナ
書

き
に
つ
い
て
は
文
部
省
の
方
針
に
同
調
す
る
と
述
べ
て
い
て
、
国
語
審

議
会
や
文
部
省
か
ら
マ
ス
コ
ミ
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
あ
っ
た
こ
と

を
窺
わ
せ
る
。

五

お
わ
り
に

以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
を
要
す
る
に
、
今
日
に
至
る
ま
で
教
科
書
や

地
図
帳
の
中
国
地
名
に
用
い
ら
れ
て
い
る
文
部
省
式
の
カ
タ
カ
ナ
表
記

は
、
そ
の
表
記
上
の
特
徴
や
あ
る
種
の
書
き
グ
セ
を
基
本
的
に
マ
ス
コ

ミ
５
社
作
成
の
『
か
な
書
き

中
国
地
名
人
名
一
覧
』
か
ら
受
け
継
い

で
い
る
。
と
同
時
に
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
は
国
語
審
議
会
と
も
連
携
し
つ

つ
、
中
国
地
名
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
自
分
た
ち
の
報
道
に
於
い
て
も
実

施
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
原
案
を
マ
ス
コ
ミ

５
社
が
作
成
→
そ
れ
を
国
語
政
策
の
立
場
か
ら
国
語
審
議
会
が
修
正
→

そ
の
修
正
さ
れ
た
表
記
を
マ
ス
コ
ミ
も
実
施
し
よ
う
と
し
た
、
と
い
う

流
れ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

既
に
触
れ
た
議
事
録
（
エ
）
「
外
国
（
中
国
）
の
地
名
・
人
名
の
書
き

方
に
関
す
る
主
査
委
員
会
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
５
社
東
亜
部
長
と

の
懇
談
会
」
の
記
録
に
は
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
朝
日
）
当
用
漢
字
表
を
守
る
だ
け
で
も
大
変
な
の
に
、
こ
の
上

新
し
い
も
の
ま
で
や
る
自
信
は
な
い
。

（
毎
日
）
東
亜
部
と
し
て
は
異
論
は
な
い
が
、
実
施
の
時
期
は
編

集
会
議
に
ま
か
せ
て
あ
る
。
ま
ず
教
科
書
で
や
っ
て
ほ

し
い
。

（
共
同
）
地
方
紙
は
８
割
ぐ
ら
い
実
施
し
て
い
る
。

（
放
送
局
）
国
語
審
議
会
で
決
定
す
れ
ば
、
現
在
や
っ
て
い
る
の

と
少
し
ち
が
う
が
、
全
面
的
に
そ
れ
に
従
う
。

（
東
京
）
５
社
の
歩
調
が
そ
ろ
っ
た
ら
、
わ
た
く
し
ら
は
必
ず
つ

い
て
行
く
。
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各
社
の
思
惑
が
見
え
て
面
白
い
。
中
国
地
名
の
カ
ナ
書
き
と
い
う
新
し

い
も
の
ま
で
は
手
が
回
ら
な
い
、
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
全
体
的
に

は
こ
の
案
に
追
随
す
る
意
思
を
示
し
て
い
る
。
既
に
触
れ
た
（
ウ
）
の

内
の
「
第
一
回
主
査
委
員
会
」
議
事
に
、
共
同
通
信
社
の
、

全
国
新
聞

社
ほ
ど
の
う
ち
、

社
ほ
ど
が
、
す
で
に
か
な
書
き

120

80

を
実
行
し
て
い
る
が
、
漢
字
を
併
用
し
て
い
る
。
教
科
書
で
も
、

ま
た
世
間
で
も
使
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
い
。

と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
こ
と
を
ご
確
認
願
い
た
い
。
新
聞
社
で
は
既
に

実
行
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
教
科
書
と
も
連
携
し
て
世
間
全
体
で
進

め
た
い
こ
と
が
、
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
が
伝
え
る
事
柄
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
と
、
東
京
大
学
新
聞

研
究
会
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
『
世
界
新
語
辞
典
』（

）

に
は
「
中
国
の

28

地
名
人
名
標
準
か
な
書
例
」
と
い
う
一
覧
表
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
そ

こ
に
記
さ
れ
た
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
、
「
５
社
案
」
と
も
「
文
部
省
式
」
と

も
や
や
異
な
る
書
き
方
が
存
在
す
る
も
の
の
、
当
時
の
マ
ス
コ
ミ
は
中

国
地
名
の
現
地
音
読
み
を
用
い
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
れ
を
「
正
し
く

理
解
す
る
」
た
め
に
は
こ
う
し
た
カ
タ
カ
ナ
と
従
来
の
表
記
と
の
対
照

表
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
既
に
見
た
（
ア
）
の
議
事
「
中

国
地
名
・
人
名
の
書
き
方
に
関
す
る
問
題
」
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
代
表
者
の
、

放
送
局
で
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
チ
ア
ン
と
チ
ャ
ン
と
を
発
音
し
わ

け
て
も
ら
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
ん
な
に
困
難
で
は
な
い
。

と
い
う
発
言
も
あ
っ
た
。
新
聞
の
み
な
ら
ず
放
送
に
於
い
て
も
実
行
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
は
、
内
山
完
造
が
著
書
『
そ
ん
へ
え
・

お
お
へ
え
』（

）

に
、

29

近
頃
ラ
ヂ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
人
名
、
地
名
の
現
地
読
み
と
云
ふ
こ

と
が
実
行
さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
黄
河
の
こ
と
が
ホ
ワ
ン
ガ
と
聞

え
る
。
揚
子
江
が
ヤ
ン
ツ
ウ
ガ
と
聞
え
る
。
淮
河
が
ワ
イ
ガ
と
聞

え
る
。
こ
の
発
音
は
正
確
で
は
な
く
て
も
果
し
て
現
地
読
み
で
あ

ら
う
か
。
私
に
は
疑
問
で
あ
る
。
黄
河
は
ホ
ワ
ン
ホ
ウ
で
、
揚
子

江
は
ヤ
ン
ツ
ウ
チ
ャ
ン
で
、
淮
河
は
フ
ワ
イ
ホ
ウ
が
正
し
い
（
厳

密
で
は
な
い
が
）
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
（
傍
線
原
文
マ
マ
）

と
書
い
て
い
る
こ
と
と
も
符
合
す
る
。
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現
行
の
教
科
書
や
地
図
帳
の
中
国
地
名
カ
タ
カ
ナ
表
記
は
、
漢
字
制

限
や
漢
字
廃
止
と
い
う
方
針
に
添
っ
て
国
語
審
議
会
が
作
成
し
、
そ
れ

を
文
部
省
が
地
名
表
記
の
手
引
き
と
い
う
形
で
教
材
作
成
の
基
準
と
定

め
た
、
と
い
う
流
れ
は
拙
著
で
明
ら
か
に
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
但

し
、
そ
こ
に
マ
ス
コ
ミ
の
動
き
が
ど
う
関
わ
っ
て
い
た
か
は
ま
だ
十
分

に
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
採
り
上
げ
た
「
５
社
案
」

が
国
語
審
議
会
の
議
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
か
ら
に
は
、
当

時
の
マ
ス
コ
ミ
の
動
き
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
調
査
が
必
要
だ
と
考
え
ら

れ
る
。

日
本
語
か
ら
漢
字
を
廃
止
し
、
国
字
を
全
て
カ
タ
カ
ナ
と
す
る
こ
と

を
主
張
す
る
「
カ
ナ
モ
ジ
カ
イ
」
が
、
当
用
漢
字
や
現
代
仮
名
遣
い
の

制
定
以
外
に
、
中
国
地
名
の
カ
タ
カ
ナ
化
に
も
大
き
な
影
響
力
を
持
っ

て
い
た
こ
と
は
既
に
触
れ
た
。
そ
の
「
カ
ナ
モ
ジ
カ
イ
」
の
会
誌
で
あ

る
『
カ
ナ
ノ
ヒ
カ
リ
』
の
戦
前
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
に
、
上
海
日
日
新

聞
社
長
の
宮
地
貫
道
の
「
日
支
同
文
ノ
禍
」
と
い
う
一
文
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
（

）
。
そ
こ
に
は
例
え
ば
次
の
よ
う
に
あ
る
。

30

新
聞
通
信
業
者
ノ
不
便
ト
ナ
ヤ
ミ

日
支
同
文
ノ
タ
メ
ニ
ナ
ヤ
ン
デ
イ
ル
ノ
ワ
支
那
ニ
關
係
ア
ル
日

本
ノ
新
聞
通
信
業
者
デ
ア
ル
。
マ
タ
在
支
諸
官
廳
、
諸
會
社
ノ
調

査
員
、
日
々
支
那
ニ
カ
ン
ス
ル
報
道
ヤ
調
査
ヲ
取
扱
ッ
テ
イ
ル
人

々
デ
ア
ル
。
手
近
ナ
例
ヲ
ア
ゲ
ル
ト
ワ
ン
チ
ン
ウ
エ
イ
ガ
香
港
ニ

着
イ
タ
ト
ノ
外
字
電
報
ニ
接
シ
タ
時
、
コ
レ
ワ
汪
精
衞
ダ
ト
判
ジ

ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
。
マ
タ
チ
ャ
ン
カ
イ
シ
ガ
蔣
介
石
、
チ
ャ
ン

シ
ュ
エ
リ
ヤ
ン
ガ
張
學
良
ダ
ト
ユ
ウ
コ
ト
ガ
分
ッ
テ
イ
ナ
ケ
レ
バ

ナ
ラ
ナ
イ
。
コ
ノ
ヨ
ウ
ナ
一
流
ノ
人
物
ワ
分
ッ
テ
イ
ル
ガ
二
流
三

流
ノ
人
物
ニ
ナ
ル
ト
、
漢
字
ノ
日
本
讀
ミ
デ
ワ
知
ッ
テ
イ
テ
モ
、

原
音
ヲ
外
國
文
字
デ
ツ
キ
ツ
ケ
ラ
レ
ル
ト
分
ラ
ナ
イ
。

地
名
ノ
ヨ
ミ
カ
タ
ワ
幸
、
交
通
部
發
行
ノ
郵
便
局
所
在
地
ノ
漢

英
對
照
ガ
ア
ル
カ
ラ
ソ
レ
デ
漢
字
ヲ
ミ
ツ
ケ
ル
コ
ト
ガ
デ
キ
ル
ガ
、

「
鎭
」
以
下
ニ
ナ
ル
ト
、
調
ベ
ル
コ
ト
ガ
不
可
能
デ
ア
ル
。
コ
レ

ワ
局
外
者
ノ
知
ラ
ナ
イ
コ
ト
ダ
ガ
、
新
聞
記
者
ガ
英
文
特
殊
記
事

ヲ
見
テ
面
白
イ
カ
ラ
ホ
ン
ヤ
ク
シ
ヨ
ウ
ト
シ
テ
モ
固
有
名
詞
ノ
漢

字
ガ
發
見
デ
キ
ヌ
タ
メ
捨
テ
テ
シ
マ
ウ
場
合
ガ
多
イ
ノ
デ
ア
ル
。

コ
レ
ヲ
漢
字
デ
カ
カ
ナ
イ
デ
、
世
界
共
通
ノ
發
音
ヲ
ソ
ノ
マ
マ
ニ

カ
ナ
デ
記
載
ス
レ
バ
ヨ
イ
ノ
デ
ア
レ
バ
、
ド
レ
ダ
ケ
便
利
カ
ワ
カ

ラ
ナ
イ
。
音
ノ
違
ウ
漢
字
デ
ア
ラ
ワ
サ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
ワ
何
タ
ル

厄
介
デ
ア
ロ
ウ
。
同
文
ヲ
ノ
ロ
ワ
ザ
ル
ヲ
エ
ナ
イ
。
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世
界
中
デ
日
本
ダ
ケ
ガ
支
那
カ
ラ
隔
離
サ
レ
テ
イ
ル

外
務
省
林
出
書
記
官
ワ
カ
ツ
テ
青
島
還
附
ソ
ノ
他
重
要
ナ
交
渉

ノ
通
譯
ノ
任
ニ
當
リ
、
今
ワ
上
海
デ
重
光
代
理
公
使
、
王
外
交
部

長
間
ノ
外
交
談
判
ヲ
通
譯
シ
テ
イ
ル
人
デ
、
外
務
省
キ
ッ
テ
ノ
支

那
通
デ
ス
。

林
出
氏
ガ
ロ
ン
ド
ン
大
使
館
ニ
在
勤
シ
テ
イ
タ
當
時
ノ
コ
ト
デ

ア
ル
。
支
那
南
北
ノ
政
局
ニ
タ
イ
シ
、
世
界
の
耳
目
ガ
集
ッ
タ
ソ

ノ
時
、
ロ
ン
ド
ン
ノ
各
新
聞
ワ
上
海
及
ビ
北
京
カ
ラ
到
着
ス
ル
ニ

ュ
ー
ス
ヲ
サ
カ
ン
ニ
掲
ゲ
タ
。
ロ
ン
ド
ン
ニ
イ
ル
各
國
人
ワ
ミ
ナ

興
味
ヲ
モ
ッ
テ
コ
レ
ヲ
ヨ
ン
ダ
。
ソ
ノ
中
、
コ
ノ
新
聞
ヲ
ミ
テ
モ

何
ノ
事
ダ
カ
分
ラ
ズ
、
何
等
感
興
ヲ
起
シ
エ
ナ
カ
ッ
タ
人
々
ワ
支

那
ト
一
衣
帶
水
ノ
日
本
人
デ
ア
ッ
タ
。
地
名
人
名
ス
ベ
テ
ヲ
漢
字

日
本
ヨ
ミ
以
外
ニ
解
ス
ル
コ
ト
ノ
デ
キ
ヌ
ロ
ン
ド
ン
在
住
ノ
日
本

人
ワ
コ
ノ
世
界
的
ノ
報
道
ノ
埒
外
ニ
立
タ
ネ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
ノ
デ
ア

ッ
タ
。
日
本
カ
ラ
新
聞
ガ
ト
ド
ク
マ
デ
支
那
ノ
デ
キ
ゴ
ト
ガ
分
ラ

ナ
イ
ト
ワ
何
ト
ユ
ウ
ナ
サ
ケ
ナ
イ
コ
ト
デ
ア
ロ
ウ
。

ソ
コ
デ
林
出
氏
ハ
時
局
ト
密
接
ナ
關
係
ノ
ア
ル
重
要
人
名
地
名

ニ
ツ
キ
、
英
文
‐
日
本
讀
ミ
漢
字
對
照
一
覽
表
ヲ
ツ
ク
リ
日
本
官

民
ニ
分
配
シ
タ
ト
ユ
ウ
コ
ト
デ
ア
ル
。

漢
字
ノ
弊
害
モ
コ
コ
ニ
イ
タ
ッ
テ
キ
ワ
マ
レ
リ
ト
ユ
ウ
ベ
キ
デ

ア
ル
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
英
文
等
西
洋
語
で
配
信
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
に
含
ま

れ
る
中
国
の
固
有
名
詞
は
ロ
ー
マ
字
の
綴
り
で
表
示
さ
れ
る
の
で
、
漢

字
表
記
を
基
本
的
に
音
読
み
す
る
と
い
う
従
来
の
読
み
方
し
か
知
ら
な

い
日
本
人
に
は
、
そ
れ
が
誰
の
こ
と
か
、
ど
こ
の
こ
と
か
、
に
わ
か
に

認
識
で
き
な
い
、
戦
前
か
ら
仕
事
上
欧
文
の
ニ
ュ
ー
ス
に
常
に
触
れ
て

い
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
は
こ
れ
が
一
つ
の
悩
み
と
な
っ
て
い
た
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
中
国
固
有
名
詞
の
英
文
‐
日
本
読
み
漢

字
対
照
表
が
作
ら
れ
た
と
あ
る
が
、
実
は
こ
の
よ
う
な
欧
文
に
於
け
る

中
国
固
有
名
詞
を
検
索
す
る
た
め
の
資
料
は
、
こ
の
他
に
も
当
時
か
ら

い
ろ
い
ろ
作
ら
れ
て
い
る
（

）
。

31

終
戦
後
の
マ
ス
コ
ミ
各
社
が
国
語
審
議
会
に
よ
る
中
国
地
名
の
カ
タ

カ
ナ
化
に
自
ら
積
極
的
に
協
力
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
漢
字
の
使
用
が

減
れ
ば
活
字
も
少
な
く
て
す
み
、
編
集
・
組
版
も
簡
易
に
な
る
、
と
い

う
思
惑
以
外
に
も
、
こ
の
よ
う
な
欧
文
ニ
ュ
ー
ス
の
中
で
綴
り
を
以
て

示
さ
れ
る
中
国
人
名
地
名
の
認
識
に
苦
労
し
て
い
た
、
と
い
う
戦
前
か
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ら
続
く
事
情
も
大
き
く
影
響
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
で
き
る
。

仮
に
文
部
省
式
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
身
に
つ
け
た
と
こ
ろ
で
、
実
際
に

英
文
の
中
の
中
国
固
有
名
詞
を
識
別
す
る
こ
と
に
は
あ
ま
り
役
に
立
た

な
い
の
で
あ
る
が
（
「
ホ
ワ
ッ
ト
タ
イ
ム
イ
ズ
イ
ッ
ト
ナ
ウ
」
で
は
英
語

の
聞
き
取
り
の
役
に
は
立
た
な
い
の
と
同
様
）
、
恐
ら
く
当
時
は
、
日
本

人
が
カ
タ
カ
ナ
で
認
識
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
欧
文
の
ニ
ュ
ー
ス
を
読

む
、
外
国
人
と
会
話
を
す
る
、
と
い
っ
た
場
面
で
便
利
だ
と
思
わ
れ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
中
国
地
名
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
素
性
を
考
え
る
上
に

は
、
漢
字
廃
止
・
漢
字
制
限
と
い
う
流
れ
の
中
で
中
国
地
名
を
カ
タ
カ

ナ
化
し
よ
う
と
し
た
国
語
審
議
会
と
文
部
省
の
動
き
に
併
せ
て
、
マ
ス

コ
ミ
各
社
の
動
き
も
十
分
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
時
の
実

際
の
新
聞
紙
面
の
表
記
を
含
め
、
詳
細
に
つ
い
て
は
未
調
査
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

右
で
見
た
い
わ
ゆ
る
「
５
社
案
」
た
る
『
か
な
書
き
中
国
地
名
人
名

一
覧
』
の
「
は
し
が
き
」
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

当
用
漢
字
表
の
制
定
に
よ
っ
て
、
中
國
の
地
名
・
人
名
の
う
ち
、

相
当
部
分
が
当
用
漢
字
外
の
も
の
と
な
っ
た
。
從
來
で
も
中
國
の

地
名
、
人
名
に
用
い
ら
れ
る
漢
字
が
む
ず
か
し
い
た
め
中
國
の
事

情
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
々
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
は
困
難

だ
っ
た
。
し
か
も
今
後
当
用
漢
字
だ
け
で
教
育
さ
れ
る
明
日
の
國

民
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
ど
う
し
て
も
中
國
固
有
名
詞
を
カ
ナ
書

に
し
て
中
國
関
係
の
ニ
ュ
ー
ス
を
読
み
や
す
く
、
親
し
み
や
す
く

せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
カ
ナ

書
に
す
る
場
合
た
と
え
ば
蔣
介
石
を
シ
ョ
ウ
・
カ
イ
セ
キ
と
從
來

の
日
本
式
発
音
で
記
す
か
、
も
し
く
は
チ
ャ
ン
・
チ
エ
シ
ー
と
中

國
音
で
記
す
か
の
二
法
の
何
れ
を
採
る
か
で
あ
る
が
、
漢
字
で
書

く
場
合
は
と
も
か
く
シ
ョ
ウ
・
カ
イ
セ
キ
と
発
音
す
る
人
物
は
事

実
上
存
在
し
な
い
わ
け
で
、
中
國
語
の
発
音
通
り
チ
ャ
ン
・
チ
エ

シ
ー
と
書
く
の
が
当
然
で
あ
ろ
う
。
思
う
に
わ
れ
わ
れ
は
中
國
か

ら
、
い
わ
ゆ
る
「
漢
字
」
を
攝
取
同
化
し
た
が
、
同
化
さ
れ
た
も

の
は
日
本
の
國
語
と
な
っ
た
も
の
で
、
現
代
の
中
國
の
國
語
國
字

で
は
な
い
。
日
本
の
「
漢
字
」
と
中
國
の
「
漢
字
」
と
を
わ
れ
わ

れ
は
混
同
し
て
同
文
な
ど
と
い
う
が
、
こ
れ
は
全
く
当
ら
ぬ
議
論

で
あ
る
。
中
國
の
地
名
、
人
名
が
た
と
え
日
本
の
漢
字
と
形
が
同

じ
も
の
で
あ
っ
て
も
わ
れ
わ
れ
は
英
米
独
仏
ソ
等
の
地
名
、
人
名
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と
同
じ
く
そ
の
國
の
発
音
に
よ
る
の
が
正
し
い
と
信
ず
る
。
も
ち

ろ
ん
日
本
人
が
漢
字
を
通
し
て
見
、
ま
た
耳
に
な
れ
た
発
音
を
一

変
さ
す
こ
と
は
一
時
的
に
は
相
当
の
混
乱
を
伴
い
幾
多
の
不
便
を

感
ず
る
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
中
國
の
知
識
を
一
部
の
專
門
家

の
独
占
か
ら
解
放
し
て
、
全
日
本
人
の
も
の
と
し
隣
邦
へ
の
理
解

と
親
し
み
を
深
め
る
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
旧
い
感
情
を
犠
牲

に
し
て
、
新
し
い
明
日
の
人
々
の
た
め
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
革
命
的
な
文
化
事
業
を
新
聞
、
ラ
ジ
オ
が
率
先
し
て
行
う
こ

と
は
報
道
人
に
與
え
ら
れ
た
使
命
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

こ
こ
に
臆
面
も
な
く
表
明
さ
れ
た
高
揚
感
は
、
一
体
何
な
の
だ
ろ
う
。

私
は
中
国
地
名
や
人
名
を
、
そ
の
中
国
語
発
音
に
擬
し
た
カ
タ
カ
ナ
で

表
記
す
る
こ
と
を
、
全
否
定
す
る
つ
も
り
は
一
切
な
い
。
中
国
語
で
は

こ
ん
な
感
じ
で
読
む
ん
で
す
よ
と
、
カ
タ
カ
ナ
で
補
助
的
に
添
え
る
の

は
大
変
結
構
な
こ
と
だ
。
た
だ
、
漢
字
表
記
を
排
除
し
て
カ
タ
カ
ナ
だ

け
に
し
て
し
ま
う
と
、
固
有
名
詞
の
同
定
や
検
索
が
困
難
に
な
る
、
つ

ま
り
ど
こ
の
こ
と
か
誰
の
こ
と
か
分
か
ら
な
く
な
る
、
そ
れ
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
、
と
申
し
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
カ
タ
カ
ナ
を
あ
ま
り

に
絶
対
視
す
る
の
は
ま
ず
い
。
従
来
の
読
み
や
表
記
と
、
中
国
語
式
の

読
み
と
カ
タ
カ
ナ
と
は
、
そ
の
役
割
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
目
的
や
文

脈
で
そ
の
都
度
使
い
分
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
こ

の
カ
タ
カ
ナ
書
き
を
「
革
命
的
な
文
化
事
業
」
だ
と
手
放
し
で
称
賛
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
従
来
の
常
識

的
な
表
記
は
「
旧
い
感
情
」
な
の
だ
ろ
う
か
。
「
チ
ャ
ン
チ
ヤ
ン
」
だ
の

「
チ
ャ
ン
チ
ョ
ウ
」
だ
の
と
い
う
書
き
方
が
本
当
に
国
民
に
分
か
り
易

い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
カ
タ
カ
ナ
が
後
の
人
々
に
一
体
何
を
残
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

欧
文
の
中
に
出
現
す
る
中
国
固
有
名
詞
を
ど
う
認
識
す
る
か
。
こ
れ

は
確
か
に
現
代
の
我
々
に
も
存
在
す
る
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
現
在
は

ネ
ッ
ト
上
の
い
わ
ゆ
る
「
検
索
」
で
、
か
な
り
探
し
易
く
な
っ
て
き
た
。

そ
れ
は
よ
い
の
だ
が
、
中
国
語
を
解
さ
な
い
人
間
に
よ
り
適
当
に
作
ら

れ
た
カ
タ
カ
ナ
中
国
人
名
・
地
名
の
た
め
に
、
そ
れ
が
誰
の
こ
と
か
、

ど
こ
の
こ
と
か
分
か
ら
な
く
な
る
事
態
は
む
し
ろ
増
え
て
い
る
よ
う
な

気
さ
え
す
る
。
「
旧
い
感
情
」
を
笑
え
な
い
現
実
は
、
今
も
存
在
す
る
の

で
あ
る
。

注
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（
１
）
以
上
述
べ
た
よ
う
な
経
緯
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
中
国
地
名
カ
タ
カ
ナ
表

記
の
研
究

―
教
科
書
・
地
図
帳
・
そ
し
て
国
語
審
議
会
』
（
二
〇
一
四
年

東
方
書
店
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
池
田
巧
氏
作
成
「
中
国
語
音
節
表
記
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」

http://cn.heibonsha.co.jp/

（
３
）
中
京
大
学
文
化
科
学
研
究
所＞

中
国
地
名
カ
タ
カ
ナ
表
記
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

http://w
w

w
.chukyo-u.ac.jp/research/ics/china/index2.htm

l

（
４
）
文
化
庁
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.bunka.go.jp/index.htm
l

）

H
O

M
E
＞

国
語
施
策
・
日
本
語
教
育＞

国
語
施
策
情
報

（
５
）
例
え
ば
竹
内
実
の
「
中
国
語
の
発
音
表
記
案
」
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研

究
所
共
同
研
究
報
告
『
五
四
運
動
の
研
究
』
第
一
函
附
録

一
九
八
二
年

同
朋
舎
）
で
は
、
限
定
的
に
四
声
を
区
別
す
る
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
提
示
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
戦
前
の
支
那
語
教
科
書
の
類
に
も
そ
う
し
た
表
記
法
は

存
在
し
た
。

（
６
）
豊
田
短
期
大
学
教
授
（
当
時
）
。

（
７
）
朝
倉
隆
太
郎
『
「
地
名
表
記
の
手
引
」
の
改
訂
に
つ
い
て
』
、
（
財
）
教
科

書
研
究
セ
ン
タ
ー
「
教
科
書
セ
ミ
ナ
ー
４
」
（
一
九
九
四
年
）
。
講
演
会
は

一
九
九
三
年
十
一
月
十
五
日
に
教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
。

（
８
）
資
料
Ｇ
、
第
２
「
一
般
外
国
の
地
名
」
細
則

。
15

（
９
）
資
料
Ｂ
、
〔
使
用
上
の
注
意
〕
３
。

（

）
『
社
会
科
手
び
き
書

地
名
の
呼
び
方
と
書
き
方

１
９
５
８
年

月

10

12

文
部
省
』
（
一
九
五
九

日
本
書
院
）
解
説
、
第
３
「
中
国
・
朝
鮮
な
ら
び

に
樺
太
お
よ
び
千
島
の
地
名
」
。

（

）
資
料
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｆ
・
Ｇ
「
中
国
地
名
・
人
名
の
書
き
方
の
表
」。

11
（

）
資
料
Ｄ
「
中
国
・
朝
鮮
な
ら
び
に
樺
太
お
よ
び
千
島
の
地
名
」
、
資
料
Ｆ

12
「
中
国
・
朝
鮮
の
地
名
」
、
資
料
Ｇ
「
中
国
の
地
名
」
。

（

）
国
語
審
議
会
会
長
、
東
洋
大
学
教
授
、
安
藤
正
次
。

13
（

）
中
国
の
地
名
・
人
名
の
書
き
方
に
関
す
る
主
査
委
員
会
委
員
長
、
専
修
大

14
学
教
授
、
原
富
男
。

（

）
中
国
の
地
名
・
人
名
の
書
き
方
に
関
す
る
主
査
委
員
、
カ
ナ
モ
ジ
カ
イ
理

15
事
長
、
松
坂
忠
則
。

（

）
東
京
大
学
文
学
部
文
学
部
教
授
、
中
国
語
学
者
、
倉
石
武
四
郎
。

16
（

）
東
京
大
学
教
授
、
和
田
清
。

17
（

）
国
学
院
大
学
教
授
、
石
田
幹
之
助
。

18
（

）
教
育
刷
新
委
員
会
委
員
、
菊
地
竜
道
。

19
（

）
国
語
審
議
会
（
改
組
後
第
一
期
）「
ロ
ー
マ
字
調
査
分
科
審
議
会
」
委
員
、

20
井
上
眼
科
病
院
長
、
医
学
博
士
、
井
上
達
二
。
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（

）
国
語
審
議
会
臨
時
委
員
、
文
学
者
、
ロ
ー
マ
字
運
動
家
、
土
岐
善

麿
。

と

き

ぜ
ん
ま
ろ

21
（

）
国
語
審
議
会
委
員
、
元
中
外
商
業
新
報
社
長
、
簗
田

次
郎
。

や
な
だ

22
（

）
国
語
審
議
会
幹
事
、
文
部
省
国
語
課
長
、
釘
本
久
春
。

23
（

）
国
語
審
議
会
臨
時
委
員
、
東
大
助
教
授
、
服
部
四
郎
。

24
（

）
国
語
審
議
会
幹
事
長
、
文
部
省
調
査
員
、
保
科
孝
一
。

25
（

）
放
送
協
会
放
送
文
化
研
究
所

鈴
木
明
。

26
（

）
本
書
で
用
い
ら
れ
て
い
る
ロ
ー
マ
字
は
、
ウ
ェ
ー
ド
式
で
あ
る
。

27
（

）
東
京
大
学
新
聞
研
究
会
『
世
界
新
語
辞
典
』
（
東
京
堂

一
九
四
九
年
）。

28
（

）
内
山
完
造
『
そ
ん
へ
え
・
お
お
へ
え
』
（
一
九
四
九
年

岩
波
書
店
）
。

29
（

）『
カ
ナ
ノ
ヒ
カ
リ
』
昭
和
六
年
十
二
月
号
（
第
一
二
〇
号

一
九
三
一
年

30
カ
ナ
モ
ジ
カ
イ
）、
宮
地
貫
道
「
日
支
同
文
ノ
禍
」。

（

）
こ
う
し
た
資
料
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
著
、
第
三
章
「
戦
前
の
文
献
を
巡
っ

31
て
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。


